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本書は、レジャーダイビング用ダイブコンピュータをご使用いただくための取扱説明書です。
本書は国際的に認知されている潜水指導団体の講習を受けＣカードを取得した方はもちろん、
講習等でご使用になる方にも、ダイブコンピュータの正しい使用方法を習得する上でお役に立
つものと考えております。
本書を良くお読みになり、内容を十分理解された上で実際にご使用くださいますようお願い致
します。また、ダイビング前にこの取扱説明書を見られるよう、お出かけの際はいつもお持ち
いただくことをお勧めします。
本取扱説明書は紛失なされぬよう大切に保管してください。
紛失された際は、お買い上げ店もしくは弊社商品取扱販売店におたずねください。
ダイブコンピュータに関する不断の研究・改良の結果、この取扱説明書の内容の中にお買い上
げの製品と詳細において異なる場合があります。
お買い上げの製品またはこの取扱説明書の内容につきましては、下記までご遠慮なくお問合せ
ください。

まえがき

株式会社ビーイズム
東京都中央区日本橋富沢町１６－８　ＴＯＯＫビル３Ｆ　〒１０３－０００６
電話（０３）５６４０－８１２６　　ＦＡＸ（０３）５６４０－８１３１
Mail：info@bism.co.jp 
URL：http//www.bism.co.jp

本製品は、レジャーダイビングにおける使用を前提とした潜水器材です。
レジャーダイビング時において「水深、時間を計測するとともに安全なダイビングを行うため
に参考となる情報を表示」します。

お買い上げありがとうございます。
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 守らないと重大な怪我や死亡事故につながる可能性が極めて高い事柄です。

 守らないと重大な怪我や死亡事故につながる可能性がある事柄です。

 守らないと人が障害を負う危険や物損事故が起きる可能性がある事柄です。

【お知らせ】知っていると便利な操作や解説です。

危険

警告

注意

安全上のご注意

本書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危
険や財産への損害を未然に防止するため、いろいろなマークを使用しています。
その表示や、意味は以下の通りです。

必ずお読みください

ダイブコンピュータを安全にご使用いただくためには、正しい操作と、定期的な保守・点検が
不可欠です。この取扱説明書に指示されている安全に関する注意事項を、よくお読みになって
からダイビングを行ってください。

危険
●本製品を使用する場合は、国際的に認知されている潜水指導団体の講習を受け、Ｃカードを
　取得し器材の正しい取扱い方法を身につけた後、または潜水指導団体の指示のもとでご使用
　ください。人身事故につながる恐れがあります。
●絶対に一人で潜らず、必ずバディシステムを守るようにしてください。単独潜水は、重大な
　事故につながる可能性があり、大変危険です。
●ナイトロックス(ＥＡＮｘ)ダイビングで使用する場合は、ナイトロックス(ＥＡＮｘ)
　ダイビングに関する講習を受講し、修了されていることが条件です。受講修了されていない
　方は使用しないでください。
　参考　ＥＡＮｘ：Ｅｎｒｉｃｈｅｄ　Ａｉｒ　Ｎｉｔｒｏｘ　(略称：ナイトロックス)
　　　　通常使用する圧縮空気(酸素比率２１％)よりも酸素の割合を高くした混合ガス。
●酸素比率設定は、必ずダイビング毎に設定してください。タンクの酸素比率と本製品の
　酸素比率設定値が合致していないと非常に危険です。



警告
●スクーバダイビングを行う際には、必ず良好な健康状態で行なってください。少しでも
　体調に不安を感じた場合には、絶対に無理は避けダイビングを中止してください。
●スクーバダイビングを行なう前にはアルコール類の摂取や、薬品類の服用は避け、体調の
　悪い方や持病のある方は必ず事前に医師の診断をお受ください。
●本製品は、一般の健康で平均的体力を持った人を基準に設計しています。
●個々のダイバーはそれぞれ自分にあった安全なダイビングの計画遂行を、責任持って行なっ
　てください。
●本製品は、減圧症などの疾患を必ず防止できるものではありません。表示より控えめな
　ダイビングを行なってください。減圧症をはじめ、その他さまざまなダイビングを起因と
　する疾患の原因となります。
●減圧潜水はしないでください。本製品は、無減圧潜水での使用を前提にしています。
　万一のため減圧潜水での情報も提供しますが、人身事故の原因となります。
●本製品をレジャーダイビング以外の目的で使用しないでください。
●本製品は、酸素比率２１％(圧縮空気)と酸素比率２２％～１００％のナイトロックス
　(ＥＡＮｘ)ガス用です。他の混合ガスでは使用できません。

危険
●本製品をご使用になる前に、必ず本書により、取り扱い方法、および警告や注意事項を
　すべて理解してください。また、海洋等で本格的に使用する前に、使い方を理解してから
　ご使用ください。
●減圧停止指示違反警告、および計測範囲外警告が表示された場合は、必ずその日のダイビン
　グは中止し、減圧症に似た症状がみられる場合は、専門医の診察をお受ください。
●本製品に異常が見受けられた場合、速やかに使用を中止し、お買い上げ店もしくは
　弊社商品販売店にご相談ください。
●スクーバダイビング後２４時間以内のフリーダイビングは急浮上が繰り返されるため、
　減圧症になる危険が高まります。このような潜水は、減圧潜水になりやすく、重大な怪我や
　死亡事故につながる危険性が高まります。
●競技種目に参加される方は、許可を受けたフリーダイビングインストラクターから
　適切な教育と訓練を必ず受講してください。

必ずお読みください
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警告
●潜水後２４時間以内の飛行機搭乗、高所への移動はお止めください。気圧が下がるため
　減圧症になる危険性が非常に高くなります。ダイビングを行なったあとは、２４時間
　できれば４８時間の休息の後、高所への移動や飛行機への搭乗をすることをお勧めします。
●本製品の警告表示、注意メッセージには直ちに従ってください。従わない場合は減圧症に
　なる可能性が高くなります。
●本製品を使う場合も、バックアップツールとして他の機器(水深計、ダイバーズウォッチ等)
　と併用してください。
●本製品は、タンク内空気残圧の計測、及び表示と管理は行いませんので、ダイバーご自身で
　残圧計を使用し、チェックしてください。
●本製品を使用した後、体内窒素が残っている状態で、他人に貸借したり、共用することは
　絶対にしてはいけません。
●本製品のデータを使用者以外のダイバーのデータとして使用してはいけません。
●お客様自身で、本体の分解、修理、改造、圧力チャンバーテストなどを行ってはいけませ
  ん。適切な知識が無い状態で行うと故障の原因になり、非常に危険です。
●本製品で使用しているボタン電池を取り外した場合は、誤って飲み込んでしまうことが
　無いようにしてください。ボタン電池は、小さなお子様の手の届かない所へ置いてくだ
　さい。万一、お子様が飲み込んだ場合は、ただちに医師にご相談してください。
●使用頻度にかかわらず、毎年１回、定期的に点検を行ってください。特に、前年のシーズン
　から3ヶ月以上使用していない場合などは、使用前に必ず点検してからご使用ください。
●水中での外部情報を感知するセンサーが本体裏側に設置されています。ベルトを締め付けす
　ぎないようにしてください。センサーに水圧がかからなくなり、正確な深度データや正確な
　減圧計算をしない可能性があります。

必ずお読みください
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警告（ノーマルダイビングガス切り替えをご使用の場合）

●多くの事故が、深度の間違いおよびガス切り替えの間違いにより起こっています。
　国際的に認知されている指導団体によるガス切り替えに関する適切な教育や訓練を受けるこ
　となしに、決してガス切り替え潜水を行わないでください。
●３９Ｍ（１３０フィート）以上の深度への潜水は、減圧症へのリスクが急激に高まることを
　認識して使用ください。
●減圧潜水は、ダイブコンピューターの計算指示通りに行動したとしても、減圧症のリスクが
　高い、本質的に危険なダイビングであることを認識して使用ください。
●このダイブコンピューターを使用したとしても、減圧症の発生防止を保証できるものではあ
　りません。
●推奨の浮上手順が無視された時、このダイブコンピューターは違反モードになります。
　このような違反の発生する潜水はこのコンピューターの設計の趣旨や減圧計算の枠組みから
　逸脱しています。このような潜水方法の場合、このコンピューターは使用できません。
●安全限界値を超えた場合、ダイブコンピューターは、違反モードとなり、潜水中の減圧停
　止等の表示ができなくなります。この違反が起きた場合は、潜水後２４時間エラー状態と
　なります。
●本製品は、酸素比率２１％(圧縮空気)と酸素比率２２％～１００％のナイトロックス
　(ＥＡＮｘ)ガス用です。他の混合ガスでは使用できません。

必ずお読みください

注意
●ガソリン等の溶剤類、化粧品等のスプレー液やクリーナー液、接着剤及び塗料などが
　付着したり、アルカリ、酸等で変質することがあります。これらにより防水性能の低下、
　破損することがありますので十分注意してください。
●エアブローなどで強い空圧を吹き付けないでください。センサー故障の原因となります。
●本製品のセンサーは精密機械ですので、絶対に分解しないでください。また、センサー部を
　細い棒で突いたり、ゴミ・埃などが入らないようにご注意ください。なお、海水でご使用の
　場合は、必ず真水で洗い流してください。センサーの故障につながる場合があります。
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必ずお読みください

注意
●チャンバーテストはしないでください。特に空気ガスの圧力チャンバーテストはしないで
　ください。圧力センサー故障の原因となります。
●電池交換以外で裏蓋をあけないでください。水没や故障の原因となります。
●キーパーを外さないでください。センサーの故障や水没の原因となり、誤表示などの故障の
　原因となります。キーパーを外した場合、保証の対象外となります。
●本製品は精密機器です。落としたり、強くぶつけたりすると故障の原因となります。
●本製品に記憶させた内容は、ノートに書くなどして、必ず控えを残してください。
　製品の故障、修理や電池消耗により、記憶内容が消えることがあります。
●電池の消耗や静電気、電磁波、衝撃等により、機器の故障やコンピュータにリセットが
　かかったり、データが消えることがあります。
●自動車のダッシュボードや暖房器具の近くなどの高温になる場所に放置しないでください。
　また、寒いところにも長く放置しないでください。時刻の遅れ、進みが生じたり、止まった
　り、故障の原因となります。
●＋６０℃以上のところに長時間放置すると液晶パネルに支障をきたすことがありますので
　ご注意ください。液晶表示は、０℃以下や＋４０℃以上では、表示が見えにくくなること
　があります。
●樹脂部品を長時間、他の特に黒いゴム製品と密着させたり、濡れたまま他の製品と一緒に
　しておくと、他の製品の色が樹脂部品に移ったりすることがありますので、濡れているとき
　は、すぐに水分を拭き取り、他の製品に密着させたままにしないでください。
●樹脂部品を長時間、直射日光（紫外線）に当てたり、汚れが付着したまま放置すると色褪せ
　する場合があります。
●塗装部品は、使用状況（過度の外力、連続したこすれ、衝撃など）により磨耗し色落ちした
　りすることがあります。
●潜水前にベルトに亀裂がないか点検してください。何らかの原因でベルトが切れ、破損や
　紛失を招くことがあります。
●本製品に表示される情報の確認は、思わぬ怪我や事故の予防のため、十分に安全が確認され
　た場所で行ってください。特にダイビング中は、事故の原因になることがありますので、
　十分にご注意ください。また、第三者への接触による事故防止にも十分にご注意ください。
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注意
●本体およびバンドは、直接肌に接触していますので、使用状態によっては、かぶれを起こ
　す恐れがあります。
　①金属・樹脂に対するアレルギー
　②製品の本体およびバンドの汚れ・さび・汗など
　③体調不良など
　・バンドをきつく締めると、汗をかきやすくなり、空気の通りが悪くなりますので、かぶれ
　　易くなります。普段使いでは、バンドに余裕をもたせてご使用ください。
　・万一、異常が生じた場合は、ご使用を中止し、医師にご相談ください。
●思わぬ怪我やアレルギーによるかぶれを防ぐため、就寝時は本製品を外すなど十分にご注
　意ください。
●幼児を抱いたり、接したりする場合は、幼児のけがやアレルギーによるかぶれを防ぐため、
　本製品を外すなど十分にご注意ください。
●本体およびバンドの金具部は、ご使用後に真水で全体をよくすすぎ、汚れと塩分をとって
　ください。乾燥とともに濃縮されて残る塩分や鉄分により、錆が発生する可能性がありま
　す。

必ずお読みください
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必ずお読みください

9

高所へ移動すると気圧が下がります。また飛行機の客室内は飛行中、気圧調整をしてはいる
ものの高所への移動と同様、気圧が低い状態にあります。ダイビング後、十分な休息時間を
とらずに高所へ移動したり飛行機に乗ったりすると気圧が下がるために減圧症にかかることが
あります。
減圧症をできるかぎり予防する意味で、１日２本以上のダイビングを２日以上続けて行った
場合や、減圧停止が必要なダイビングを行った場合は特に長めの休息をとってください。
目安として、最低２４時間、できれば４８時間の休息の後、高所への移動や飛行機への搭乗を
することをお勧め致します。

飛行機搭乗について

警告
１日２本以上のスクーバダイビングを２日以上続けて行った場合や減圧停止が必要なダイビン
グを行った場合は最低２４時間できれば４８時間の休息の後、高所への移動や飛行機への搭乗
をすることをお勧め致します。

注意
飛行機塔乗時は湿ったタオルで包んで運搬したり、着陸時等、急激な気圧上昇がある時に右横
の水感知スイッチを濡れた手で触ったり濡らしたりしないでください。
飛行高度の低下する着陸時に、飛行機内の気圧は約０．８気圧から１気圧に上昇します。
本製品の水感知スイッチが濡れた状態で気圧上昇すると潜水状態となり、１日使用できなくな
る可能性があります。



本製品は高所ダイビングを行う際、スイッチ操作及び特別な設定なしで使用することができ
ます。

本製品は時刻・サーフェイスモードの間、１５分間隔で高度を測定します。
－浮上後２４時間、時計モードとして作動している間測定します。
－機器が乾燥状態（水分感知してない状態）の間のみ高度測定します。

本製品の数理モデルは米国海洋大気庁（ＮＯＡＡ）のガイドラインによる無減圧潜水時間に基
づいています。
高所潜水（標高９１５～４，２７０ｍ）の際、本製品は（高度３０５ｍごとに）自動的に調整
し、正確な水深、無減圧潜水時間、体内酸素蓄積の減少時間を計算します。
本製品が水分を感知している状態ではこれらの調整は行われません。
標高９１５ｍより高い高度では水深表示は海水から淡水へ自動的に変更されます。
セイフティ設定がＯＮになっている場合は、潜水可能時間が実際より９１５ｍ高い高度の条件
で計算されます。但し、標高３，３５５ｍ以上での潜水可能時間は全て標高４，２７０ｍでの
潜水として計算されます。

本製品は標高４，２７０ｍより高い高度ではダイブコンピュータとして作動しません。

高所ダイビングについて

警告
●高所ダイビングを行うとき、無減圧潜水時間は海抜０ｍ地点よりも短くなります。
●高所においても絶対に減圧潜水は行わないでください。
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必ずお読みください
■高度別無減圧潜水時間限界　(時：分)

■酸素曝露限界　(NOAAダイビングマニュアルより)

SEA EL-2 EL-3 EL-4 EL-5 EL-6 EL-7 EL-8 EL-9 EL-10 EL-11 EL-12 EL-13

高度
(m)

0 
～ 
915

916 
～ 

1,220

1,221 
～ 

1,525

1,526 
～ 

1,830

1,831 
～ 

2,135

2,136 
～ 

2,440

2,441 
～ 

2,745

2,746 
～ 

3,050

3,051 
～ 

3,355

3,356 
～ 

3,660

3,661 
～ 

3,965

3,966 
～ 

4,270

4270
以上

深度
(m)

9 4:43 3:37 3:24 3:10 2:58 2:48 2:39 2:31 2:24 2:18 2:12 2:07

0:00

12 2:24 1:52 1:44 1:37 1:30 1:25 1:21 1:17 1:13 1:10 1:07 1:04

15 1:25 1:06 1:03 1:00 0:57 0:55 0:52 0:49 0:46 0:43 0:41 0:39

18 0:59 0:45 0:42 0:40 0:38 0:36 0:34 0:32 0:31 0:30 0:29 0:28

21 0:41 0:33 0:31 0:29 0:28 0:27 0:26 0:24 0:23 0:21 0:20 0:19

24 0:32 0:26 0:24 0:22 0:21 0:20 0:19 0:18 0:17 0:16 0:15 0:14

27 0:25 0:19 0:18 0:17 0:16 0:16 0:14 0:13 0:12 0:12 0:11 0:10

30 0:20 0:16 0:15 0:13 0:12 0:12 0:11 0:10 0:10 0:09 0:09 0:08

33 0:17 0:12 0:11 0:11 0:10 0:09 0:09 0:08 0:08 0:08 0:07 0:07

36 0:14 0:10 0:09 0:09 0:08 0:08 0:07 0:07 0:07 0:06 0:06 0:06

39 0:11 0:08 0:08 0:07 0:07 0:07 0:06 0:06 0:06 0:06 0:05 0:05

42 0:09 0:07 0:07 0:07 0:06 0:06 0:06 0:05 0:05 0:05 0:05 0:05

45 0:08 0:06 0:06 0:06 0:06 0:05 0:05 0:05 0:05 0:05 0:04 0:04

48 0:07 0:06 0:06 0:05 0:05 0:05 0:05 0:04 0:04 0:04 0:04 0:04

51 0:06 0:05 0:05 0:05 0:05 0:04 0:04 0:04 0:04 0:04 0:04 0:04

54 0:06 0:05 0:05 0:04 0:04 0:04 0:04 0:04 0:04 0:03 0:03 0:03

57 0:05 0:04 0:04 0:04 0:04 0:04 0:04 0:03 0:03 0:03 0:03 0:03

酸素分圧
最長持続時間
一潜水あたり

最長総持続時間
24時間あたり

(ATA) (min) (hr) (min) (hr)

0.60 720 12.0 720 12.0

0.70 570 9.5 570 9.5

0.80 450 7.5 450 7.5

0.90 360 6.0 360 6.0

1.00 300 5.0 300 5.0

1.10 240 4.0 270 4.5

1.20 210 3.5 240 4.0

1.30 180 3.0 210 3.5

1.40 150 2.5 180 3.0

1.50 120 2.0 180 3.0

1.60 45 0.75 150 2.0
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本書は以下の２部構成になっています。
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Ｄｕｏ ＥＸ本体

各部のなまえと主な機能・特徴
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各部のなまえと主な機能・特徴



ａ．ＭＯＤＥ（モード）ボタン　　　 Ｍボタン
ｂ．ＳＥＬＥＣＴ（セレクト）ボタン Ｓボタン
ｃ．ＬＯＧ（ログ）ボタン　　　　　 Ｌボタン
ｄ．ＡＤＶ（アドバンス）ボタン　　 Ａボタン
ｅ．ＬＥＤ警告灯
ｆ．バーグラフ
ｇ．ログモードマーク
ｈ．浮上マーク
ｉ．ＳＵＲＦ－水面休息時間
  　Ｏ２－酸素限界時間
　　ＮＤＣ－無減圧潜水時間
  　ＴＡＴ－合計浮上時間
  　Ｆ０２－酸素比率設定値
ｊ．温度記号（°）
ｋ．ＳＴＯＰ－必要停止時間
  　ＤＩＥＶ－潜水経過時間
ｌ．Ｐ０２－体内酸素分圧
ｍ．ガスナンバーマーク
ｎ．ナイトロックス
ｏ．アラーム設定マーク
ｐ．低バッテリーマーク
ｑ．深度・最大深度
ｒ．潜降マーク

液晶表示部

18

各部のなまえと主な機能・特徴
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□  精度　
　　時間精度　　　：  平均日差±２秒
　　水深精度　　　：　±１％(Ｆｕｌｌ Ｓｃａｌｅ)
　　温度精度　　　：　±２℃
□　ログデータ
　　ノーマル及びゲージダイブモード　：　合計で２４本分
　　フリーダイブモード　　　　　　　：　１本(最新ログのみ)
□　計測
　　水深計測　　　：  計測範囲　０～１００ｍ　(１ｍ単位)
　　潜水時間計測　：　０～９時間５９分　(１分単位)
　　高度計測　　　：　計測範囲　０～４，２７０ｍ　(海抜)
　　　　　　　　　：　計測間隔　時刻モード時　３０分　サーフェイスモード時　１５分
　　温度計測　　　：　計測範囲　－９～＋６０℃　(１℃単位)
□　作動温度範囲　：　陸上－６～６０℃　　水中－２～３５℃
□　防水性能　　　：　１００ｍ
□　減圧モデル　　：　Ｈａｌ　ｄａｎｅアルゴリズムによる１２組織コンパートメント
□　電池寿命　　　：　約３年　（時計のみの場合）　
　　　　　　　　　　　使用状況や保管状態によって電池寿命は大きく変わる事があります
                      製品検査のため、出荷前に動作テスト等を行うことでスペック上の寿
　　　　　　　　　　　命よりも短くなる場合があります
□　電池交換目安　：　１年または、３００ダイブ
　　　　　　　　　　　　（１ダイブは１時間以内として）
□　電池交換　　　：　ユーザー交換可能

【お知らせ】
電池寿命について
電池寿命は新品状態から時計モード状態のみで約３年(アラーム、バックライト無使用時）、
継続的にダイビングに使用して約１年（１日に２本のダイビングを行ったとして、総潜水時間
約３００時間）です。また、電池寿命はあくまでも目安です。使用状況や保管状態によって変
わる事がありますのでご了承ください。

各部のなまえと主な機能・特徴
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本製品には5つの時計操作モードがあります。
・国内時間
・海外時間　              "∞"表示
・カウントダウンタイマー　"ＴＩＭＲ"表示
・クロノグラフ　          "ＣＨＲＯ"表示
・デイリーアラーム      　"ＡＬＲＭ"表示

国内時間は通常居住地。
また、海外時間を渡航先など時差のある地域用として現地時
間を設定できます。
すべての機能のベースとなる時間(メイン時計)を国内時間と
海外時間のどちらかに切り替えて設定することができます。

時計としての機能

（図2)メイン時計

本製品には4つの操作ボタンがあります。
・左上　-　 Ｍ　(モード)ボタン
・右上　–　 Ｓ　(セレクト)ボタン
・右下　–　 Ｌ　(ログ)ボタン
・左下　–　 Ａ　(アドバンス)ボタン
本書ではそれぞれＭボタン、Ｓボタン、Ｌボタン、Ａボタン
と称し解説しています。

（図1）ボタンの
名称と位置

各部のなまえと主な機能・特徴



21

本製品には３つのダイブコンピュータ操作モードがあります。
・ノーマルダイビング　 "ＮＯＲＭ"表示 （図３）
　　空気とナイトロックスダイビング用
・ゲージダイビング　   "ＧＡＵＧ"表示 （図４）
　　計測用（窒素－酸素の計算は行われません）
・フリーダイビング　   "ＦＲＥＥ"表示 （図５）
　　フリーダイビング用

ノーマルモードでは、プラン(潜水計画)、飛行機搭乗待機時間、
残留窒素排出時間などを表示する事ができます。

ゲージモードでダイビングが行われた場合、ダイビング後２４時間は
ゲージモードのままロックされます。

いずれかのモードが起動していても１．５ｍに５秒間潜降すると、自
動的に選択したダイブモードに切り替わります。
（接水起動設定がＯＮ（初期設定）の場合）
（７７ページ）

警告
水深１．５ｍ以上になっても、ダイブモードに移行しない場合は、
接水起動設定がＯＦＦになっているか、データポートが汚れている
（３４ページ参照）可能性があります。
接水起動設定がＯＦＦの場合は反復潜水の1本目の前に水面モード(
ノーマル・ゲージ又はフリー)になっている必要があります。時計モ
ードでダイビングを開始しても、接水起動設定がＯＮでない場合は
ダイブモードになりません。水面モード（ノーマル、ゲージ又はフ
リー）に移行してから潜水を開始してください。

ダイブコンピュータとしての機能

（図3）

（図4）

（図5）

各部のなまえと主な機能・特徴
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■電源
　電源は３ボルトのＣＲ２４３０リチウム電池を使用します。
  ダイブコンピュータとして用いた場合、電池交換の目安は、
　１年間又は、３００ダイブです。
　・電圧が注意レベル（２．７５ボルト）まで下がると、電池アイ
　　コンが表示されて電池残量が減ったことをお知らせします。
　　この時点で電池交換してください。（図６）
　・電圧が警告レベル（２．５０ボルト）まで下がると、電池アイ
　　コンが点滅し、画面上部に”ＣＨＮＧ＞ＢＡＴＴ”表示が
　　スクロールします。（図７）
　　動作モードは自動的にメイン時計モードに戻ります。
　　その後バッテリーが完全になくなるまで、時計モードでのみ
　　作動します。
　・低バッテリー注意・警告はダイブモード中は表示されません。

【お知らせ】
電池交換をすると、ログデータが消去されることがありますのでログブック等に控えて置い
てください。

（図6）
低バッテリー注意

【お知らせ】
電池寿命について
電池寿命は新品状態から時計モード状態のみで約３年(アラーム、バ
ックライト無使用時）、継続的にダイビングに使用して約１年（１
日に２本のダイビングを行ったとして、総潜水時間約３００時間）
です。また、電池寿命はあくまでも目安です。使用状況や保管状態
によって変わる事がありますのでご了承ください。

（図7）
低バッテリー警告

各部のなまえと主な機能・特徴
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■バックライト
　バックライトはLボタンを長押しすると点灯します。
　０、５、１０秒の持続時間の設定ができます。（８０ページ）
　
　０秒に設定した場合
　Ｌボタンを押し続けている間、バックライトが点灯します。最長10秒間。

【お知らせ】
バックライトの多用は電池寿命を早めます。また、バックライトは低バッテリー時では作動
しません。

各部のなまえと主な機能・特徴
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クイックリファレンス　～使ってみる～

クイックリファレンス
～使ってみる～
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クイックリファレンス　～使ってみる～

基本操作フローチャート

時計表示 サーフェイス
モード

：Ｌボタン

：Ａボタン

：Ｓボタン

水面

水中

エントリー

安全停止画面

エキジット

ログまで１ボタン！

ログモード

潜水画面

潜水可能時間

潜水経過時間
現在水深

補助画面1

最大水深

現在時刻

現在水温

補助画面2

25

一つ前の
ログデータ画面1

最新ログ

データ画面1

ログデータ画面2

ログデータ画面3

ダイブナンバー

最大深度

潜降開始時刻

潜水時間

潜水終了時刻

潜水日

107ページ

93ページ

８7ページ

８6ページ

８6ページ

５６ページ

バーグラフ

一つ前の

ログデータ画面４

平均深度
平均水温

：Ｍボタン

ＤＥＥＰ

ＳＴＯＰ画面

91ページ
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クイックリファレンス　～使ってみる～

準　備準　備

時刻を合わせる

点検・設定確認

現在時刻を確認し、ずれている場合は３９ページの解説に沿って
時刻を修正します。

盤面内部に曇りや水滴がないか、ガラス面や外部に破損している箇
所がないか点検します。
６２，７７ページの解説に沿って、接水起動設定がＯＮになってい
ることを確認します。

（図8）

（図9）

スリープモードの解除

ＡボタンとＳボタンを同時に２～３秒程度押します。
画面が全点滅し、時計表示を開始します。

【お知らせ】
スリープモードは、お客様がご使用いただくまでの電池消耗を軽減する為の動作モードです。
お客様では、スリープモードの設定はできません。
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クイックリファレンス　～使ってみる～
装　着装　着

注意
●つけはずしの際、不意に落とすことが考えられます。破損しないように高さのないところ
　で、軟らかいものの上でつけはずしをしてください。
●正しく装着しないと落とすなどして破損・紛失をまねく恐れがあります。

警告
●手首に装着してください。手首以外の場所に装着すると、センサーの高さ位置が変わる為
　正常なデータを表示しないことがあります。
●ベルトを強く締めすぎないでください。裏の圧力センサーに圧力が加わらず、正確な水深
　測定ができなくなります。そのため正しい減圧計算ができないので、潜水病の原因となる
　可能性があります。
●日焼け止めクリーム等のオイルが本体の裏側及び水感知スイッチに大量に付かないように
　してください。水感知スイッチが反応せず、ダイブコンピュータとしての計測を開始しなく
　なり、潜水病の原因となる可能性があります。

【お知らせ】
ベルトの長さが不足する場合は、強く締めつけずに別売りのエクステンションベルトをご使
用ください。
表示画面が水面で、ＷＥＴ表示になったことを確認できれば、問題ありません。
ＷＥＴモードとなり潜水動作を開始します。
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（図10）

（図11）

（図12）

バックル

フック

リテーナー

１．手首に本体をのせた状態で、ベルトの先端を
　　バックルに通します。（図１０）

２．適度な位置の止め穴にフックをかけます。
（図１１）

３．リテーナーにベルト先端を通します。
　（図１２）

はずす際は逆の手順になります。

クイックリファレンス　～使ってみる～
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ダイビングダイビング

ダイブモード
水深１．５ｍ以深に５秒間潜水すると自動的にダイブモードに切り
替わります。（ボタン操作なし）　(図１３)
潜水中の表示画面(無減圧潜水画面)では
・バーグラフ(体内窒素蓄積量)
・現在水深
・無減圧潜水可能時間
・潜水経過時間
　が表示されます。

潜水中にＡボタンを押すと補助画面１に切り替わります。(図１４a)
補助画面１ではそのダイビングでの最大水深が表示されます。

（図13）

（図14）

クイックリファレンス　～使ってみる～

補助画面１の表示中にＡボタンを押すと補助画面２に切り替わりま
す。(図１５)

補助画面２では曜日、現在時刻（時：分：秒）、
水温が表示されます。

もう一度Ａボタンを押すと無減圧潜水画面に戻ります。
または、６０秒以上ボタン操作がない場合は無減圧潜水画面に戻り
ます。

（図15)
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クイックリファレンス　～使ってみる～

安全停止
ダイビングの終わりに水深５ｍまで浮上すると３分間の安全停止
カウントダウンが始まります。(図１６)
※安全停止の深度と時間は選択することができます。(７９ページ)
無減圧安全停止画面では
・バーグラフ(体内窒素蓄積量)
・設定安全停止深度
・現在水深
・無減圧潜水可能時間
・安全停止時間カウントダウン
　が表示されます。（図16）

ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ

最大水深が２４ｍを超える無限圧ダイビングをした際、最大水深の
１／２の深度にて、２分間のＤＥＥＰ　ＳＴＯＰカウントダウンが
始まります。(図１７)
※ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ機能は、ＯＮ／ＯＦＦが選択できます。
(７８ページ)

ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ画面では
・バーグラフ(体内窒素蓄積量)
・ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ深度
　（ＤＥＥＰ＞ＳＴＯＰ＞○○Ｍとスクロール表示します）
・現在水深
・無減圧潜水可能時間
・ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ時間カウントダウンが表示されます。

（図17）
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クイックリファレンス　～使ってみる～

サーフェイスモード

浮上後浮上後

水深０．６ｍまで浮上するとサーフェイスモードに切り替わり、水
面休息時間の計測をはじめます。(図１８)
１０分以内に再び潜降すると、ダイビングが継続しているものとし
て計算を続けます。

水面浮上後１０分経過すると各モードへの切り替えが可能になり
ます。

水面浮上後１０分以内でも下記操作はできます。

→Ａボタンを押すと現在時刻と温度が表示されます。
→Ｌボタンを押すと、前回のダイビングのログを見ることができ
　ます。

（図18）
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クイックリファレンス　～使ってみる～

ログ　～ログまで１ボタン～ログ　～ログまで１ボタン～

ログの見方

浮上後、Ｌボタンを押すと最新のログデータ画面１に切り替わりま
す。　(図１９)
ログデータ画面１では
・ダイブナンバー
・水面休息時間
・潜水日
が表示されます。

Ｓボタンを押すとログデータ画面２へ切り替わります。
＊Ｍボタンを押すと１つ後のログ画面１へ切り替わります。

ログデータ画面２(図２０)では
・潜降開始時刻
・潜水終了時刻
が表示されます。
Ｓボタンを押すとログデータ画面３へ切り替わります。

ログデータ画面３(図２１)では
・バーグラフ（体内窒素蓄積量）
・最大水深
・潜水時間
が表示されます。

Ｓボタンを押すとログデータ画面４へ切り替わります。

（図19）

（図20）

（図21）
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クイックリファレンス　～使ってみる～
ログデータ画面４(図２２)では
・平均水深
・平均水温
が表示されます。
Ｓボタンを押すとひとつ前のログデータ画面１へ切り替わります。

（図22）

【お知らせ】
ログに記録される潜降開始時刻、潜水終了時刻、および潜水時間は、“秒”まで記録されない
ため、潜降開始時刻と潜水終了時刻の差から読み取れる潜水時間と、ログに記録された潜水時
間が異なる場合があります。

例）
潜降開始時刻：１２時０１分３０秒（ログ表示　１２：０１）
潜水終了時刻：１２時３１分２０秒（ログ表示　１２：３１）
この場合、ログに記録される潜水時間は、２９分となります。

また、潜水中一旦浮上して１０分以内に再び潜降すると、ダイビングが継続しているもとして
計算を再開します。その際、一旦浮上していた時間は潜水時間に含まれません。

例）
潜降開始時刻：１２時０１分３０秒（ログ表示　１２：０１）
一旦浮上していた時間：２分
潜水終了時刻：１２時３１分２０秒（ログ表示　１２：３１）
この場合、ログに記録される潜水時間は、２７分となります。
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クイックリファレンス　～使ってみる～

お手入れお手入れ

洗う

乾燥・保管

ダイビング終了後は真水にしばらく浸けてから真水で全体をすすぎ洗いします。
汚れや水垢が付着した場合は軟らかい布でふき取るようにしてください。
洗剤や薬品類は使用しないでください。
水感知スイッチやデータポートに汚れや、サンオイルや日焼け止めクリーム、シリコンスプレ
ーグリス等が付いたまま長時間放置しますと、接点に被膜（水垢や油の固まった物）で包まれ
る為ダイブコンピュータが適切に動作しなくなります。その為、水感知スイッチとデータポー
トの汚れを十分に拭き取ってください。

洗浄を十分に行った後は直射日光を避け、涼しく乾燥した風通しのよい日陰で乾燥させ、
保管します。
高圧空気を使用して乾燥させると故障の原因となります。
ダイビング後は濡れたものと一緒に放置しないでください。

ご使用になる前に２～１１ページの注意事項は必ずお読みください。

【お知らせ】
塩抜き等の目的で水の中で長時間放置すると、水感知スイッチが作動しバッテリーが消耗し
ます。
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コンプリートリファレンス　～使いこなす～

コンプリートリファレンス
～使いこなす～



コンプリートリファレンス　～使いこなす～

36

メイン時計

サブ時計

カウントダウン

タイマー
クロノグラフ

デイリー
アラーム

国内時間または
海外時間のいずれかを
割り当てることが
できます

：Ｍボタン

３８ページ

３８ページ

４２ページ４３ページ

4４ページ

時計モード



本製品には時計モードの機能として、以下の５つの機能があります。
①国内時間　(図２３)
②海外時間　(図２４)
③カウントダウンタイマー
④クロノグラフ（ストップウォッチ）
⑤デイリーアラーム（目覚まし）

■時計表示
・時計表示は、上段に曜日、中段に時間（時：分：秒）、下段に
　月・日が表示されます。
（本体が水分を感知している場合は、曜日表示部に”ＷＥＴ”と
　表示されます）
・残留窒素がある場合は、バーグラフが表示されます。
・アラームがＯＮになっている場合は、下段左側にアラームマークが
　表示されます。(図２４ａ)
・電池残量が少なくなっている場合は、下段左側にバッテリーマーク
　が表示されますのでバッテリーを交換してください。(図２５ａ)

Ａボタンを長押しすると、下段(日付表示部)に温度が約４秒間表示
されます。

機能と特徴

時計機能の使い方

（図23）

（図24）

（図25）
37

【お知らせ】
温度は体温・太陽光など、環境に影響されますので正確な温度を
示さないこともあります。

時計モード コンプリートリファレンス



５つの機能は、Ｍボタンを押すことによって順次選択できます。
以下の２つの順番で切り替わります。

■メイン時計の変更・選択
・メイン時計が国内時間となっており、海外時間にメイン時計を変更したい場合
　（初期設定は国内時間がメイン時計になっています）
　Ｍボタンを押して海外時間画面を選択し、Ｓボタンを長押しすると、一度画面が点滅し、
　変更されたことをお知らせします。

・メイン時計が海外時間となっており、国内時間にメイン時計を変更したい場合
 　(海外から帰国した場合など)
　Ｍボタンを押し、国内時間画面を選択し、Ｓボタンを長押しすると、一度画面が点滅し、
　変更されたことをお知らせします。

時計モード コンプリートリファレンス
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・国内時間がメイン時計（＝先頭画面）の場合（図２６）

　国内時間→海外時間→カウントダウンタイマー→クロノグラフ
→デイリーアラーム

・海外時間がメイン時計（＝先頭画面）の場合（図２７）

　海外時間→国内時間→カウントダウンタイマー→クロノグラフ
→デイリーアラーム　

（図26）国内時間

（図27）海外時間

【お知らせ】
ログに記録されるデータは、メイン時計の日時となります。



時計モード コンプリートリファレンス

■国内時間の修正・設定
国内時間は、表示形式（１２又は２４時間表示）→時→分→年→月
→日の順で設定できます。曜日は、日付を設定することで自動的に
設定されます。

国内時間を修正・設定するには、メイン時計に国内時間が選択され
ている必要があります。海外時間が選択されている場合は設定でき
ません。

○国内時間の修正・設定手順
国内時間の表示画面で、ＡボタンとＳボタンを同時に長押しする
と、上段が”ＨＯＵＲ”表示画面となり、”１２”又は”２４”の
数字が点滅します。 (図２８)
(“１２”は１２時間表示、”２４”は２４時間表示です。１２時間
形式に設定されている場合は、”Ａ”(=午前)又は”Ｐ”(=午後)表
記が表示されます）

Ｓボタンを押して、”１２”と”２４”を切り替えできます。

次にＡボタンを押すと時間表示が点滅し、Ｓボタンで１時間ずつ進
めて時間を設定します。　(図２９)

次にＡボタンを押すと分表示が点滅し、Ｓボタンで１分ずつ進めて
分を設定します。　(図３０)

（図28）表示選択

（図29）時間設定

（図30）分設定
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【お知らせ】
秒数は分表示を設定後、Ａボタンを押した時に０秒からスタートし
ます。秒数を合わせるときは、分の切り替わり時にＡボタンを押し
てください。



次にＡボタンを押すと、年表示が点滅し、Ｓボタンで設定できます。
(図３１)
次にＡボタンを押すと、月表示が点滅し、Ｓボタンで設定できます。
(図３２)

次にＡボタンを押すと、日表示が点滅し、Ｓボタンで設定できます。
(図３３)

最後にＡボタンを押して設定は完了します。

【お知らせ】
年は日付設定以外のモードでは表示されません。
電池交換により、日付にずれが出た場合は設定し直してください。
（国内時間の修正・設定については３９ページ参照）

（図31）年設定

（図32）月設定

（図33）日設定
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時計モード コンプリートリファレンス



■海外時間の修正・設定

海外時間は、ＯＦＦ又は時差(－２３～＋２３時間)で設定します。
時計モードで上段曜日表示の左側に”∞”マークが点灯している
状態が海外時間であることを表します。　(図３４ａ)

○海外時間の修正・設定手順
海外時間の表示画面で、ＡボタンとＳボタンを同時に長押しすると、
上段が点滅した状態になります。　(図３５)
Ｓボタンを押して修正します。
表示は、”∞ＯＦＦ””∞＋”０１～”∞＋２３””∞－２３”
～”∞－１”の順で繰返し変わります。
“∞ＯＦＦ”は、時差０で、海外時間が設定されていない状態です。
プラス時差の場合は、「∞＋時差」で設定します。
マイナス時差の場合は、「∞－時差」で設定します。
Ａボタンを押して設定は完了します。

設定が完了していても、メイン時計として選択していない場合は、
各モードは国内時間で作動し、海外時間では作動していません。

２分間ボタン操作が行われなかった場合、メイン時計画面に戻り
ます。

【お知らせ】
海外時間を修正・設定するには、メイン時計に国内時間が選択され
ている必要があります。海外時間が選択されている場合は設定でき
ません。

（図34）海外時間

（図35）時差設定
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時計モード コンプリートリファレンス

【お知らせ】
海外時間で潜った場合、ログ表示は曜日の前に”∞”のマークが付きます。
海外時間”∞ＯＦＦ”をメイン時間にして潜った場合、国内時間でログは記録されます。



時間をカウントダウンし、０になった時アラーム音でお知らせしま
す。表示単位は分までです。
２３時間５９分までのカウントダウンを行うことができます。

○設定及び操作手順
・メイン時計画面からＭボタンを２回押して、カウントダウンタイマ
　ーの画面を選択します。　("ＴＩＭＲ"表示)
・カウントダウンタイマー画面は前回利用した時：分が表示され、
　下段に”ＯＦＦ”が点滅します。　(図３６)
　（カウントダウン動作中は”ＯＮ”が点滅しています）
・この画面で、ＡボタンとＳボタンを同時に長押しすると、中段の時
　間表示が点滅します。　(図３７)
・Ｓボタンで時間を設定します。
・次にＡボタンを押すと分の表示が点滅します。
・Ｓボタンで分を設定します。
・最後にＡボタンを押して時間設定は完了します。
・カウントダウンはＳボタンを押すとスタートします。
　スタートすると中段の時間表示の”：”部分が点滅を始め、下段
　の”ＯＮ”が点滅します。　(図３８)
・カウントダウンの時間が０に到達すると、１０回のアラーム音と
　ＬＥＤ点滅でお知らせします。
・Ｓボタンを押すと、アラーム音を止めることができます。

【お知らせ】
２分以上のカウントダウンを行う場合、カウントダウンが２分以上
経つと自動的にメイン時計画面に戻りますが、カウントダウンは継
続しています。

（図36）

（図37)

（図38）

カウントダウンタイマーの使い方
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○操作手順
・メイン時計画面からＭボタンを3回押して、クロノグラフの画面を
　選択します。("ＣＨＲＯ"表示)
　画面は”０：００：００．００”が点滅しています。(図３９)
　（稼動中であれば経過時間が表示されています）
・Ｓボタンを押すとスタートします。
　００：００：００．００～９：５９：５９．９９
　(時：分：秒.１／１００秒)まで、１／１００秒単位で
　カウントします。
・最初の４秒間は１／１００秒の値が表示され、
　その後は”．－－”と表示されます。１／１００秒の値は
　ラップを刻んで後に呼び出された時に記録して表示されます。
・Ｓボタンを繰り返し押すごとに、ラップタイムを刻みます。
・時間が９：５９：５９．９９に到達した場合、ストップして
　その数字をラップとして記録します。
・Ａボタンを押すと、タイマーを止めて”ＬＡＰ１”表記（点滅）
　とＬＡＰ１タイムを表示し、Ａボタンを押すごとに、
　その他のラップ及び記録を表示します。　(図４０)
・Ａボタンを長押しするとタイマーを止めて
　０：００：００．００(点滅)にリセットします。
・クロノグラフが稼働中は他の画面に切り替わってもクロノグラフ
　は動き続けています。
　ただし、稼動中にダイビングを始めた場合、クロノグラフ機能は
　終了し、０：００：００．００にリセットされます。

本製品はストップウォッチ機能を装備しています。
ラップタイムは９ラップまで記録でき、９ラップを記録後の追加
ラップは最後のラップと入れ替わり、古いラップから順次削除
されます。

クロノグラフの使い方

（図39）

（図40）
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デイリーアラーム(目覚まし)を設定しておくと、毎日設定された時刻
にアラーム音でお知らせします。（ＬＥＤも点滅します）

○設定及び操作手順
・メイン時計画面からＭボタンを４回押して、アラームの画面を
　選択します。　(“ＡＬＲＭ”表示)
・この画面で、ＡボタンとＳボタンを同時に長押しすると、
　中段の時間表示が点滅します。Ｓボタンで時間を設定します。　
　(図４１)
・次にＡボタンを押すと分の表示が点滅します。Ｓボタンで分を設定
　します。
・Ａボタンを押して時間を確定します。
・次にＯＮ／ＯＦＦの切り替えを行います。”ＯＮ”、”ＯＦＦ”
　は下段に点滅表示されています。　(図４２)
・Ｓボタンを押すと、切り替えできます。
　“ＯＮ”に設定して完了です。
・画面下段にアラームマークが表示されます。

【お知らせ】
メイン時計画面に海外時間を選択している場合はアラームも海外時
間での動作となります。

デイリーアラームの使い方

（図41）

（図42）
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【お知らせ】
デイリーアラームの多用は、電池寿命を早めます。
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コンプリートリファレンス　～使いこなす～

メイン時計画面から
Ｍボタンを長押しすると
現在表示されている
ダイブモードのスタート
画面に切り替わります
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メイン時計画面から
Ｍボタンを長押しすると
現在表示されている
ダイブモードのスタート

メイン時計

選択決定

"ＧＡＵＧ"
ゲージモード
スタート画面

"ＮＯＲＭ"
ノーマルモード
スタート画面

"ＦＲＥＥ"
フリーモード
スタート画面

点滅状態で
Ｍボタンを押すと
選択が決定されます

：Ｍボタン長押し

：Ｍボタン

１11ページ１０８ページ８2ページ

ダイブモード



■バーグラフによる表示
本製品には体内窒素量や体内酸素量をバーグラフによって表す機能
があります。
空気潜水のバーグラフ(図４３ａ)は体内窒素量を示しています。

深度と潜水経過時間が増すにつれバーグラフの目盛が増え、より浅
い深度に浮上するにつれて目盛は減り無減圧潜水可能時間が増えた
事を表します。

バーグラフは１２の仮想体内組織コンパートメントを同時に監視
し、そのダイビングを制するコンパートメントの値を表示します。
バーグラフには５つの目盛があり、左側の４つは無減圧状態を示
し、一番右側にある５番目の目盛に達した時は減圧潜水状態を示
します。

ナイトロックスモードに設定されている場合、体内酸素量を表すバ
ーグラフを表示することができます。その際は”０２ＢＧ”が表示
されます。　(図４４ａ)

バーグラフがどちらの値を表示していても、窒素と酸素の値は同時
に計算され続けています。

機能と特徴

（図43）

（図44）

■ダイブコンピュータ動作モード
本製品にはダイブコンピュータとして３つの動作モードがあります。
①ノーマルモード：空気潜水またはナイトロックス潜水用
②ゲージモード　：窒素/酸素計算をしないダイビング用
③フリーモード　：フリーダイビング用
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ナイトロックスダイブ中は、別画面でバーグラフによって、単一ダ
イブごとの体内酸素量又は２４時間以内の反復潜水で蓄積された体
内酸素量のいずれかの最大値を表示します。

ナイトロックスダイブ中に体内酸素量が増えるにつれてバーグラフ
に目盛が追加され、２４時間以内の最大体内酸素量が増えた事を表
します。

２４時間ごとに１０ダイブまでの体内酸素量の計算を保存します。
もし体内酸素量が２４時間の限界値を超えてしまった場合、バーグ
ラフの全ての目盛が点滅します。　(図４５)

バーグラフが左４つの目盛の範囲内、つまり２４時間以内の直近の
ダイビングが終わった時点で体内酸素量に余裕がある状態でなけれ
ば、ＰＬＡＮモードは表示されません。

■深度表示
ダイブ中、現在深度(図４６ａ)と別画面で表示される最大深度(図４
７ａ)は水深０～１００ｍを０．１ｍ単位で表示します。

無減圧潜水の安全停止中は停止深度(図４８)が表示され、減圧潜水
状態では減圧停止深度が表示されます。

（図45）

（図46）

（図47）

【お知らせ】
減圧症のリスクに対し、バーグラフ警告音設定(７１ぺージ)と、
セイフティ設定(７８ページ)をすることで、より安全なダイビン
グが可能です。
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■日時表示
現在時刻はノーマル・ゲージモードでは時間：分形式で表示され
ます。
フリーモードでは分：秒形式で表示されます。

時間と分(分と秒)の間の"：”は水面休息時間、潜水経過時間などの
実測時間を表示している場合は１秒に1回点滅し、飛行待機時間、プ
ランなどの計算された予測値を表示している場合は点滅しません。

日付はログモードで表示され、"月．日”の順に表示されます。
(図４９ａ)

（図48）

（図49）

（図50）

■温度表示
温度は別画面で確認することができます。　(図５０ａ)

ダイビングのログにはノーマル・ゲージモードでのダイブ中に記録
された平均水温が、記録されます。

【お知らせ】
ダイブコンピュータの誤操作を避ける為にも、表示される情報の形
式・範囲・値を理解しておく事が必要です。

また、記号・アルファベット・数字等によるメッセージ表記も理解
しておいてください。
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■表示記号

表示記号　　　　　　　　内容

ＭＡＸ 　　　　　　最大水深(又はＰＯ２：酸素分圧)
Ｍ(又はＦＴ)　　　　　　深度単位(メートル又はフィート)
ＳＵＲＦ　ＴＩＭＥ　　　水面休息時間
　　　　　　　　　　　　ノーマル・ゲージモードの場合は(時：分)を表示
　　　　　　　　　　　　フリーモードの場合は(時：分：秒)を表示
ＴＩＭＥ　Ｏ２　　　　　Ｏ２潜水可能時間(時：分)
ＴＩＭＥ　ＮＤＣ　　　　無減圧潜水可能時間(時：分)
ＴＩＭＥ　ＴＡＴ　　　　合計浮上時間「減圧停止プラス浮上時間(時：分)」
ＦＯ２ 　　　　　　ＦＯ２（酸素比率）設定値
ＳＴＯＰ　ＴＩＭＥ　　　減圧停止時間(時：分)又は安全停止時間(分：秒)
ＤＩＶＥ　ＴＩＭＥ　　　潜水時間
　　　　　　　　　　　　ノーマル・ゲージモードの場合は(時：分)を表示
　　　　　　　　　　　　フリーモードの場合は(時：分：秒)を表示
Ｎｘ 　　　　　　ナイトロックスダイビングＦＯ２（酸素比率）の
　　　　　　　　　　　　設定が２１～１００％に設定されている場合に表示
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（図51）

＊ＤｕｏＥＸ・ＧＲＡＮＤＥｅｘｃｅｅｄ共通



コンプリートリファレンス　～使いこなす～

 水面モード

51

：Ｍボタン長押し

：Ａボタン

：Ｓボタン

"ＮＯＲＭ"
ノーマルモード
スタート画面

ダイビング後
の場合はFLY
モードへ切替

ダイビング後

"ＳＡＴ"
脱飽和
モード

ダイビング後

"ＦＬＹ"
飛行待機時間

モード

"ＰＬＡＮ"
潜水前計画

モード

５７ｍ
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■ダイブモードの切り替え
メイン時計画面からＭボタンを長押しすると、現在選択されている
ダイブモードのスタート画面(“ＮＯＲＭ”、”ＧＡＵＧ”、
”ＦＲＥＥ”)に切り替わります。

各ダイブモードスタート画面では
・選択ダイブモード、高度ランク
　　　高度ランク０から”ＮＯＲＭ””ＳＥＡ”と表示が
　　　切り替わります。（ＳＥＡ～ＥＬ１３）
・水面休息時間
・ダイブナンバー
・Ｎｘマークおよびガスナンバー（ナイトロックス設定時）
を表示します。　(図５２)

ゲージ・フリーモードのスタート画面はノーマルモードスタート画面
からＭボタンを長押しするごとに切り替わります。
“ＧＡＵＧ”または”ＦＲＥＥ”の表示が点滅して、それらのダイブ
モードがセット可能になります。
選択したいモードの表示が点滅している間にＭボタンを押して
ください。
点滅が点灯に変わると、そのモードを選択したことを示します。

選択されたダイブモードはダイビング後２時間表示され続けます。

（図52）
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■潜水前計画（ＰＬＡＮ）モード
無減圧又は体内酸素蓄積量の限界を超えないダイビングを計画する為
に、潜水前計画をたてることをお薦めします。ＰＬＡＮモードでは前
回ダイビングと水面休息の後の体内窒素量または体内酸素量のいずれ
かに基づいて、次のダイビングでの無減圧潜水時間を示すため、反復
潜水をする際には特に大切です。

ノーマルモードスタート画面でＡボタンを押すと、ＰＬＡＮモードに
切り替わります。　(図５３)
ＰＬＡＮ画面では、Ｓボタンを押すごとに、計画深度が３ｍずつ増
し、各深度における無減圧潜水時間を表示していきます。
深度は９～５７ｍの範囲で、反復潜水を考慮した理論上の無減圧潜水
時間を許容する最大深度まで増えていきます。　(図５４)

ダイビング後であればＡボタンを押すと飛行機搭乗待機時間
（ＦＬＹ）モードに進みます。
Ｍボタンを長押しするか２分間ボタン操作がない場合はダイブモード
スタート画面に戻ります。

【お知らせ】
ＰＬＡＮモードで計算された無減圧潜水時間は、酸素分圧(ＰＯ２)
警告音の設定値に基づいています。

【お知らせ】
セイフティ設定がＯＮに設定されている場合、無減圧潜水時間は実
際より９１５ｍ高い高度での時間を表示します。
(無減圧潜水時間が短く計算されます）

【お知らせ】
ゲージモード及び違反警告の出たダイビングの後はＰＬＡＮモード
は表示できません。

（図53）

（図54）
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■飛行機搭乗待機時間（ＦＬＹ）モード
航空機搭乗までの待機時間カウンターは、水面に浮上した１０分後か
ら２３時間５０分のカウントダウンを始めます。　(図５５)
水面に浮上して１０分経過すると、 航空機搭乗までの待機時間カウ
ンターが背景で動きながら、メイン時計画面に戻ります。

○ＦＬＹモードへの切り替え
・まず時計画面からＭボタンを長押しし、ノーマルまたはゲージ
　モードスタート画面へ切り替えます。
・ノーマルモードスタート画面でＡボタンを２回押すと、
　ＦＬＹモードに切り替わります。
・ゲージモードスタート画面表示中はＡボタンを１回押すと、
　ＦＬＹモードに切り替わります。
・フリーモードダイブ後は、ノーマルモードスタート画面を表示
　させてから切り替えます。

→Ａボタンを押すと、脱飽和（ＤＥＳＡＴ）モードに進みます。
→Ｍボタンを長押し、または２分間ボタン操作がない場合は
　ノーマルまたはゲージモードスタート画面に戻ります。

（図55）
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■脱飽和（ＤＥＳＡＴ）モード
脱飽和までの待機時間カウンターは、セイフティ設定を考慮した
海水面での細胞組織の脱飽和に必要な時間を計算して表示します。
画面には”ＳＡＴ”と表示されます。
水面に浮上した１０分後から最大２３時間５０分のタイマーカウント
ダウンを始めます。　(図５６)

脱飽和モードは、最終ダイブから２４時間表示可能です。
２４時間以上の脱飽和時間は「２３：－－」と表示されます。

水面に浮上して１０分経過すると、脱飽和までの待機時間カウンター
が背景で動きながら、メイン時計画面に戻ります。

○ＤＥＳＡＴモードへの切り替え
・まずノーマルモードスタート画面を表示します。
・ノーマルモードスタート画面でＡボタンを３回押すと、脱飽和
　（ＤＥＳＡＴ）モードに切り替わります。

→Ｍボタンを長押しする、または２分間ボタン操作がない場合は
　ノーマルモードスタート画面に戻ります。

【お知らせ】
ゲージモード及び違反警告の出たダイビングの後はＰＬＡＮモード
は表示できません。

（図56）
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■ログモード
ログモードでは最新の２４本分のログデータを新しいものから表示します。
２４ダイブを超えると、最も新しいダイビングのデータがログに追加され、最も古いデータが
削除されます。
ダイブナンバーは新たに反復潜水するごとに「１」から始まって１～２４までのダイブナンバ
ーが付きます。
最後のダイビング終了後２４時間経過すると、次の反復潜水の１本目のダイブナンバーは「１
」となります。
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【お知らせ】
水面ではどの画面表示状態からでもＬボタンを押すとログモードに切り替わります。

ログモード コンプリートリファレンス

●ログ№の取られ方

＊ログ№は、追い番続きます。

○前回のダイビング終了から２４時間経過せずに潜った場合



ログモード コンプリートリファレンス

○前回のダイビング終了から２４時間経過後、潜った場合

＊ログ№は、前回のダイビング終了から２４時間経過後にダイビングを行うと「１」から番号
を取り直します。
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ログモードに入ると、最新のログデータ画面１が表示されます。
(図５７)

○ログデータ画面１では
・ダイブナンバー
・潜水前水面休憩時間
・潜水日(月.日)
が表示されます。

→Ａボタンを押すと一つ前のログデータ画面１を表示します。
→Ａボタンを押し続けるとそれ以前のログデータ画面１に次々切り替
　わっていき、ボタンを放したところでとまります。
→Ｓボタンを押すと、そのダイビングのログデータ画面２を表示
　します。
→Ｍボタンを押すと一つ後のログデータ画面１へ切り替わります。
→Ｍボタンを長押しするか、２分間ボタン操作がない場合はメイン
　時計画面またはダイブモードスタート画面に戻ります。

（図57）ﾛｸﾞﾃﾞｰﾀ画面1



ログモード コンプリートリファレンス

58

○ログデータ画面２では
・潜降開始時刻
・潜水終了時刻
が表示されます。　(図５８)　

→Ｓボタンを押すと、そのダイビングのログデータ画面３を表示
　します。
→Ｍボタンを長押しするか、２分間ボタン操作がない場合はメイン
　時計画面またはダイブモードスタート画面に戻ります。

（図58）ﾛｸﾞﾃﾞｰﾀ画面2

○ログデータ画面３では
・バーグラフ(最大目盛が点滅)
・ダイビングの種類　(ノーマル"ＮＯ－Ｄ"、ゲージ"ＧＡＵＧ"、
　　　　　　　　　　 違反潜水"ＶＩＯＬ"、減圧潜水"ＤＥＣＯ")
・到達最大水深（表示点滅）
・潜水時間
が表示されます。　(図５９)

→Ｓボタンを押すと、そのダイビングのログデータ画面４を表示
　します。
→Ｍボタンを長押しするか、２分間ボタン操作がない場合はメイン
　時計画面またはダイブモードスタート画面に戻ります。

（図59）ﾛｸﾞﾃﾞｰﾀ画面3
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ログモード コンプリートリファレンス

○ログデータ画面４では
・平均水深
・平均水温
が表示されます。　(図６０)

→Ｓボタンを押すと、そのダイビングのログデータ画面５を表示しま
　す。(ただしＡｉｒ設定ダイビングの場合は一つ前のダイビングの
　ログデータ画面１に進みます。)

→Ｍボタンを長押しするか、２分間ボタン操作がない場合はメイン
　時計画面またはダイブモードスタート画面に戻ります。 （図60）ﾛｸﾞﾃﾞｰﾀ画面4

ログデータ画面５はナイトロックス設定をしたダイビングの場合のみ
表示されます。

○ログデータ画面５では
・Ｏ２（酸素）バーグラフ
・酸素比率（ＦＯ２）設定値（％）
・最大到達酸素分圧（ＰＯ２）（ＡＴＡ）
が表示されます。　(図６１)

→Ｓボタンを押すと、一つ前のダイビングのログデータ画面１に進み
　ます。
→Ｍボタンを長押しするか、２分間ボタン操作がない場合はメイン
　時計画面またはダイブモードスタート画面に戻ります。

（図61）ﾛｸﾞﾃﾞｰﾀ画面5

【お知らせ】
複数の酸素比率が違うガスを使用した場合、最後に使用したガスの酸素比率（ＦＯ２）設定値
（％）を表示します。
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【お知らせ】
ログに記録される潜降開始時刻、潜水終了時刻、および潜水時間は、“秒”まで記録されない
ため、潜降開始時刻と潜水終了時刻の差から読み取れる潜水時間と、ログに記録された潜水時
間が異なる場合があります。

例）
潜降開始時刻：１２時０１分３０秒（ログ表示　１２：０１）
潜水終了時刻：１２時３１分２０秒（ログ表示　１２：３１）
この場合、ログに記録される潜水時間は、２９分となります。

また、潜水中一旦浮上して１０分以内に再び潜降すると、ダイビングが継続しているもとして
計算を再開します。その際、一旦浮上していた時間は潜水時間に含まれません。

例）
潜降開始時刻：１２時０１分３０秒（ログ表示　１２：０１）
一旦浮上していた時間：２分
潜水終了時刻：１２時３１分２０秒（ログ表示　１２：３１）
この場合、ログに記録される潜水時間は、２７分となります。



ログモード コンプリートリファレンス
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■ヒストリーモード
ヒストリーモードは９９９９本までのダイビング本数、９９９９時
間までの潜水時間、到達最大水深、経験最低水温の累積情報を表示
します。
バッテリーをはずしても、蓄積された履歴データは維持されます。
メイン時計画面でＬボタンを２回押すと、ヒストリーモードに切り
替わります。

○ヒストリー画面１では
・潜水経過時間の合計時間（１～９９９９）
・９９９９までの合計ダイブ本数
が表示されます。　(図６２)

→Ｓボタンを押すと、ヒストリー画面２を表示します。
→Ｌボタンを押すかＭボタンを長押しする、または２分間ボタン操作
　がない場合はメイン時計画面またはダイブモードスタート画面に
　戻ります。

（図62）ﾋｽﾄﾘｰ画面1

○ヒストリー画面２では
・最高高度ランク　
・到達最大水深
・経験最低水温
が表示されます。　(図６３)

（図63）ﾋｽﾄﾘｰ画面2

【お知らせ】
品質管理の目的で耐圧検査のヒストリーデータが残ることがありま
す。ご了承ください。

→ＬボタンかＳボタンを押す、Ｍボタンを長押しする、または２分間
　ボタン操作がない場合はメイン時計画面またはダイブモード
　スタート画面に戻ります。

”ＳＥＡ～ＥＬ１３”

●高度ランク表示



コンプリートリファレンス　～使いこなす～
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ＳＥＴ　Ｆ
ガス設定

ダイブモード
スタート画面

ＳＥＴ　Ａ
アラーム

設定

ＳＥＴ　Ｕ
その他機能

設定

シリアル
ナンバー

：Sボタン＋Ａボタン
　同時長押し

ダイブモードダイブモード
スタート画面スタート画面

時計画面

ノーマル又は
ゲージモードのみ

：Ｍボタン長押し

６4ページ
81ページ

70ページ７5ページ

設定モード（ノーマル・ゲージモード）
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本製品の各種設定は３つのグループに分かれています。
・ＳＥＴ Ｆ (Ｆグループ：ガス設定酸素濃度設定および酸素分圧警告設定）)
・ＳＥＴ Ａ (Ａグループ：警告音設定)
・ＳＥＴ Ｕ (Ｕグループ：その他機能設定)

ノーマルまたはゲージモードスタート画面でＡボタンとＳボタンを同時に長押しするごとに、
各設定グループとシリアル番号表示に切り替わります。

ダイブモードスタート画面→ＳＥＴＦ→ＳＥＴＡ→ＳＥＴＵ→シリアル番号

設定モード コンプリートリファレンス



設定モード コンプリートリファレンス

■SET F　ガス設定 ：Ａボタン
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ＳＥＴ　Ｆ
ガス設定

５０％
デフォルト

ＯＮ／ＯＦＦ
設定

６6ページ

６8ページ

６6ページ

ガス１
酸素比率設定
酸素分圧警告

ガス２
酸素比率設定
酸素分圧警告

ガス３
酸素比率設定
酸素分圧警告

６7ページ

６7ページ

６５ページ



ＳＥＴ Ｆ 酸素濃度設定・酸素分圧警告設定 コンプリートリファレンス

■Ｆグループ設定　ガス設定
ダイブモードスタート画面からＡボタンとＳボタンを同時長押しを
すと”ＳＥＴＦ”と表示されたＦグループ設定画面に切り替わりま
す。　(図６４)

本製品は、ＡＩＲから酸素濃度２１～１００％のナイトロックスを
最大３本まで使用したダイビングが可能です。
（酸素濃度設定Ｆｒａｃｔｉｏｎ ｏｆ Ｏｘｙｇｅｎ ＦＯ２）
Ｆグループでは３本のガスの濃度設定および各ガス毎の酸素分圧警告
設定、ＦＯ２　５０％のデフォルト設定を行います。

→Ａボタンを押すと、ガス１の酸素濃度設定に進みます。
→ＡボタンとＳボタンを同時に長押しするとＳＥＴ　Ａ画面に進み
　ます。
→Ｍボタンを長押しする、または２分間ボタン操作がない場合は
　ダイブモードスタート画面に戻ります。

（図64）
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（図66）

○ガスの酸素濃度比率（ＦＯ２)設定
“ＳＥＴＦ”と表示された状態(図６４)でＡボタンを押すと、ＦＯ２
設定画面に切り替わります。　(図６５)
Ｓボタンを押すごとに、ＦＯ２の値がＡｉｒから１％ずつ増していき
ます。(２１％～１００％）
Ｓボタンを押し続けると、早送りとなります。
Ａｉｒから２１～１００％まで１％ずつ増えていきます。　(図６６)
ただし、Ｓボタンを押し続けていても３２％、５０％、８０％で一旦
数値の増加はとまります。
Ｓボタンを再度押し続けると、早送りとなります。
Ａボタンを押すと、設定を保存してＦＯ２ （酸素分圧警告）設定に
進みます。

○ガスの酸素分圧警告（ＰＯ２）設定
各ガス毎に酸素分圧警告（ＰＯ２）を設定できます。
設定値が点滅している間にＳボタンを押すと、酸素分圧値が
１．２０～１．６０（ＡＴＡ）の設定値が０．１（ＡＴＡ）ずつ増
えていきます。

→Ａボタンを押すと、設定を保存してガス２の酸素濃度比率設定に
　進みます。
→ＡボタンとＳボタンを同時に長押しすると設定を保存し、
　ＳＥＴ　Ｆ画面に戻ります。
→Ｍボタンを長押しする、または２分間ボタン操作がない場合は
　ダイブモードスタート画面に戻ります。

ＳＥＴ Ｆ 酸素濃度設定・酸素分圧警告設定 コンプリートリファレンス

（図65）FO2設定

66

注意
最大許容限界である１．６０ＡＴＡより安全側に、ＰＯ２アラームを設定することを強くお
勧めします。
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ＳＥＴ Ｆ 酸素濃度設定・酸素分圧警告設定 コンプリートリファレンス

○ガス２、３の酸素濃度比率（ＦＯ２)設定
Ｓボタンを押すごとに、ＦＯ２の値がＯＦＦ、Ａｉｒから１％ずつ増していきます。(２１％
～１００％）
Ｓボタンを押し続けると、早送りとなります。
ＯＦＦ、Ａｉｒから２１～１００％まで１％ずつ増えていきます。
ただし、Ｓボタンを押し続けていてもＯＦＦ、３２％、５０％、８０％で停止します。
Ｓボタンを再度押し続けると、早送りとなります。
Ａボタンを押すと、酸素分圧警告（ＰＯ２）設定に進みます。

○ガス２、３の酸素分圧警告（ＰＯ２）設定
酸素分圧警告設定は、ガス１と同じです。（Ｐ６６）

→Ａボタンを押すと、設定を保存してＰＯ２　５０％デフォルト設定に進みます。
→ＡボタンとＳボタンを同時に長押しすると設定を保存し、
　ＳＥＴ　Ｆ画面に戻ります。
→Ｍボタンを長押しする、または２分間ボタン操作がない場合は
　ダイブモードスタート画面に戻ります。

【お知らせ】
ガス２の酸素濃度比率設定がＯＦＦの場合、ガス３の酸素濃度比率設定は、できません。
必ずガス２を設定してからガス３を設定してください。



○ナイトロックスダイビング用酸素濃度比率（ＦＯ２）設定について
事前に酸素濃度（ＦＯ２）を設定することで、酸素分圧値(ＰＯ２)の警告設定限界値が決ま
り、そのＰＯ２に対する最大許容深度（ＭＯＤ）が表示されます。

ＦＯ２　５０％デフォルトがＯＮに設定されていて（初期設定ではＯＮ）ＦＯ２が数値で設定
（Ａｉｒ以外）されている場合のダイビング後、水面で１０分経過するとＦＯ２値は５０と
表示されます。それ以降のダイビングでは、ダイビング前にＦＯ２値を再度設定しない限り、
ＦＯ２値は酸素計算では酸素５０％　窒素計算では酸素２１％ (窒素７９％)として計算され
ます。
ＦＯ２値は、前回のダイビングから２４時間以内の反復潜水では毎回、ＦＯ２　５０％デフォ
ルト設定がＯＦＦに設定されるまで、デフォルト値５０％にリセットし続けます。

２４時間以内にダイビングが行われない場合、ＦＯ２値はＡｉｒ設定に戻ります。

ＦＯ２　５０％デフォルト設定がＯＦＦに設定されていると、ＦＯ２値は前回ダイビング(２４
時間以内)で設定されたＦＯ２値を維持します。

ＦＯ２値がＡｉｒで設定された場合、ＦＯ２値２１％で計算を実行します。Ａｉｒ設定の場
合、ＦＯ２値が数値(２１～１００％)で設定しない限り、値はＡｉｒ設定を維持します。
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コンプリートリファレンスＳＥＴ Ｆ 酸素濃度設定
○ＦＯ２ ５０％デフォルト設定
ＦＯ２ ５０％デフォルト設定画面では設定値(ＯＮまたはＯＦＦ)が
点滅しています。　(図６７)

→Ｓボタンを押すたびにＯＦＦとＯＮを切り替えます。
→Ａボタンを押すと、設定を保存してＳＥＴ　Ｆ画面に戻ります。
→Ｍボタンを長押しする、または２分間ボタン操作がない場合は
　ダイブモードスタート画面に戻ります。

（図67）50%ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定



【お知らせ】
ＦＯ２値が２１～１００％で設定されてダイビングが行われると、最後のダイブから２４時間
経過するまではＡｉｒ設定が選択できなくなります。水面休息で２４時間経過するまではＦＯ
２設定でＡｉｒの選択肢は表示されません。
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コンプリートリファレンス

注意
●Ｆ０２を設定してダイビングをした場合、ダイビング毎にＦ０２設定を確認、又は再設定し
てください。安全上、プログラムによる設定値の変更がされている場合がありますので、必要
に応じて設定し直してください。

ＳＥＴ Ｆ 酸素濃度設定

ＦＯ２値がＡｉｒで設定された場合、Ｏ２バーグラフは表示されません。また、ＰＯ２値及び
警告はそのダイブ中には表示されません。

フリーダイブの窒素計算はＦＯ２設定値にかかわらずＡｉｒを元に実行されます。

ＰＯ２値による最大許容深度（ＭＯＤ）はＦＯ２値がＡｉｒに設定されている場合は表示され
ません。

本製品は体内酸素蓄積量の経過を計算し続けているので、ＦＯ２値をさまざまに設定しても、
以前Ａｉｒ設定で行ったダイビングの体内酸素蓄積量も、次回のナイトロックスダイブに加味
されます。(２４時間以内の反復潜水の場合)
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警告音
ＯＮ／ＯＦＦ

設定

深度警告音
設定

ダイブタイム
警告音
設定

：Ａボタン

警告音警告音
ＯＮ／ＯＦＦＯＮ／ＯＦＦ

ＳＥＴ　Ａ
アラーム

設定

残存潜水時間
警告音
設定

ダイブタイムダイブタイム
警告音

バーグラフ
警告音
設定

■SET A　アラーム設定

71ページ

７2ページ

７2ページ

７3ページ

７3ページ

設定モード コンプリートリファレンス



○警告音設定（ＡＵＤ）
警告音のＯＮ／ＯＦＦの切り替えができます。
ＯＦＦに設定すると警告音が鳴らなくなり、ＬＥＤも点滅しません。

“ＳＥＴ　Ａ”と表示された状態（図６８）でＡボタンを押すと、設
定値が点滅している警告音設定画面（ＡＵＤ）に切り替わります。
(図６９)
Ｓボタンを押すたびにＯＦＦとＯＮが切り替わります。

→Ａボタンを押すと、設定を保存して設定値の点滅した深度警告設定
　画面（ＤＰＴＨ）に進みます。
→ＡボタンとＳボタンを同時に長押しすると設定を保存して
　ＳＥＴ　Ａ画面に戻ります。
→Ｍボタンを長押しする、または２分間ボタン操作がない場合は
　ダイブモードスタート画面に戻ります。

■Ａグループ設定(アラーム音設定)
ダイブモードスタート画面からＡボタンとＳボタンを同時長押しを２
回くりかえすと”ＳＥＴＡ”と表示されたＡグループ設定画面に切り
替わります。　(図６８)
Ａグループでは各種警告音の設定を行います。
・警告音ＯＮ／ＯＦＦ
・深度警告
・潜水経過時間警告
・体内窒素量(バーグラフ)警告
・残存潜水時間警告
Ａグループ設定は変更されるまで設定された値が残ります。 （図68）

（図69）警告音設定

【お知らせ】
危険な状況下では、機能がＯＦＦに設定されていても警告音が鳴
り、連動する警告ＬＥＤが点滅します。
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ＳＥＴ　Ａ アラーム設定 コンプリートリファレンス



○深度警告音設定（ＤＰＴＨ）
設定した深度で警告音を鳴らすことができます。
“ＤＰＴＨ”と表示され、設定深度表示が点滅しています。(図７０)
Ｓボタンを押すと１０～１００ｍの設定値がボタンを
１回押すごとに１ｍずつ増えていきます。

→Ａボタンを押すと、設定を保存して設定値の点滅した潜水経過時間
　警告音設定（ＥＤＴ）に進みます。
→ＡボタンとＳボタンを同時に長押しすると設定を保存して
　ＳＥＴ　Ａ画面に戻ります。
→Ｍボタンを長押しする、または２分間ボタン操作がない場合は
　ダイブモードスタート画面に戻ります。

フリーモードは別個に深度警告音設定があります。（１１９ページ）

○潜水経過時間警告音設定（ＥＤＴ）
設定した潜水経過時間で警告音を鳴らすことができます。
“ＥＤＴ”と表示され、設定経過時間表示が点滅しています。
　(図７１)
Ｓボタンを押すと、０：１０～３：００(時：分)の設定値が５分ずつ
増えていきます。Ｓボタンを押し続けると、ボタンを放すまで設定値
が増加します。

→Ａボタンを押すと、設定を保存して設定値の点滅した体内窒素
　蓄積量バーグラフ警告音設定（ＴＬＢＧ）に進みます。
→ＡボタンとＳボタンを同時に長押しすると設定を保存して
　ＳＥＴ　Ａ画面に戻ります。
→Ｍボタンを長押しする、または２分間ボタン操作がない場合は
　ダイブモードスタート画面に戻ります。

フリーモードは別個に経過時間警告音設定があります。
（１１８ページ）

（図71）
潜水経過時間警告音設定

（図70）
深度警告音設定
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ＳＥＴ　Ａ アラーム設定 コンプリートリファレンス



○体内窒素蓄積量バーグラフ警告音設定（ＴＬＢＧ）
設定した体内窒素蓄積量で警告音を鳴らすことができます。
“ＴＬＢＧ”と表示され、設定バーグラフが点滅しています。　
（図７２）
Ｓボタンを押すと、５目盛のバーグラフから、ボタンを１回押す
ごとに１つずつ減ります。

→Ａボタンを押すと、設定を保存して設定値の点滅した残存潜水時間
　警告音設定（ＤＴＲ）に進みます。
→ＡボタンとＳボタンを同時に長押しすると設定を保存して
　ＳＥＴ　Ａ画面に戻ります。
→Ｍボタンを長押しする、または２分間ボタン操作がない場合は
　ダイブモードスタート画面に戻ります。

フリーモードは別個に体内窒素蓄積量警告音設定があります。
（１２３ページ）

（図72）
バーグラフ警告音設定
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ＳＥＴ　Ａ アラーム設定 コンプリートリファレンス

（図73）
残存潜水時間警告音

設定

○残存潜水時間警告音設定（ＤＴＲ）
設定した残存潜水時間で警告音を鳴らすことができます。
“ＤＴＲ”と表示され、設定残存潜水時間が点滅しています。
（図７３）
Ｓボタンを押すと、０：００～０：２０(時:分)の設定値が１分ずつ
増えていきます。

→Ａボタンを押すと、設定を保存してＳＥＴ　Ａ画面に戻ります。
→ＡボタンとＳボタンを同時に長押しすると設定を保存して
　ＳＥＴ　Ａ画面に戻ります。
→Ｍボタンを長押しする、または２分間ボタン操作がない場合は
　ダイブモードスタート画面に戻ります。



74

ｍｅｍｏ



75

■SET U　その他機能設定

接水起動
ＯＮ／ＯＦＦ

設定

表示単位切替
（Ｍ／Ｆt）

安全停止設定
（時間→深度）

：Ａボタン

ＳＥＴ　Ｕ
その他機能

設定

サンプリング
レート設定

バックライト
持続時間

設定

セイフティ設定
ＯＮ／ＯＦＦ

接水起動接水起動
ＯＮ／ＯＦＦＯＮ／ＯＦＦ

設定

表示単位切替表示単位切替
（Ｍ／Ｆt）

安全停止設定安全停止設定
（時間→深度）（時間→深度）

ＳＥＴ　ＵＳＥＴ　Ｕ
その他機能その他機能

設定

サンプリングサンプリング
レート設定

バックライトバックライト
持続時間

設定

セイフティ設定セイフティ設定
ＯＮ／ＯＦＦ

７７ページ

７8ページ

７9ページ80ページ

80ページ

81ページ

設定モード コンプリートリファレンス
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設定
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■Ｕグループ設定(その他の機能:ユーティリティ設定)
ダイブモードスタート画面からＡボタンとＳボタンを同時長押しを
３回くりかえすと"ＳＥＴＵ”と表示されたＵグループ設定画面に切
り替わります。　(図７５)
Ｕグループではその他各種機能の設定を行います。
・接水起動ＯＮ／ＯＦＦ
・表示単位
・ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ　ＯＮ／ＯＦＦ
・安全停止(深度、時間)
・セイフティ設定ＯＮ／ＯＦＦ
・バックライト点灯持続時間
・サンプリングレート

接水起動、単位、セイフティ設定、バックライト点灯持続時間は
フリーモードにも適用されます。
フリーモードで作動中にこれらの設定を変更する場合は、まず
ノーマルモードスタート画面に切り替えてください。

フリーモードのサンプリングレートはＳＥＴ　Ｕの設定にかかわらず
１秒に固定されています。

Ｕグループ設定は変更されるまで設定された値が残ります。

（図75）
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ＳＥＴ　Ｕ その他機能設定 コンプリートリファレンス



○接水起動設定（ＷＥＴ）
接水起動機能のＯＮ／ＯＦＦの切り替えができます。
接水起動機能をＯＮに設定すると潜降開始の際に本製品がどのモー
ドで機能している状態であっても自動でダイブモードに切り替わり
ます。
接水起動機能をＯＦＦに設定するとダイビングを開始する前にダイブ
モードスタート画面にしておかないと自動的にはダイブモードに切り
替わりません。

“ＳＥＴＵ”と表示された状態（図７５）でＡボタンを押すと、
設定値が点滅している接水起動設定画面(WET)に切り替わります。
　(図７６)
Ｓボタンを押すたびにＯＦＦとＯＮが切り替わります。

→Ａボタンを押すと、設定を保存して設定値の点滅した表示単位設定
　画面（ＵＮＩＴ）に進みます。
→ＡボタンとＳボタンを同時に長押しすると設定を保存して
　ＳＥＴ　Ｕ画面に戻ります。
→Ｍボタンを長押しする、または２分間ボタン操作がない場合は
　ダイブモードスタート画面に戻ります。

（図76）接水起動設定
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ＳＥＴ　Ｕ その他機能設定 コンプリートリファレンス

注意
●接水機能をＯＦＦにしている場合、時計表示で潜っても計測を開始しません。
　接水機能をＯＦＦの時は必ずダイブモードスタート画面にしてから潜水を開始してくださ
　い。ダイブモードに入らず計測も開始されません。
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ＳＥＴ　Ｕ その他機能設定 コンプリートリファレンス

○表示単位設定（ＵＮＩＴ）
表示単位はメートル式（Ｍ、℃)と英国式(ＦＴ、°Ｆ)の切り替えが
できます。
"ＵＮＩＴ"と表示され、表示単位マークが点滅しています。(図７７)

Ｓボタンを押すたびにメートル式と英国式が切り替わります。

→Ａボタンを押すと、設定を保存して時間設定値が点滅した
　安全停止設定画面（ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ）に進みます。

→ＡボタンとＳボタンを同時に長押しすると設定を保存して
　ＳＥＴＵ画面に戻ります。
→Ｍボタンを長押しする、または２分間ボタン操作がない場合は　　
　ダイブモードスタート画面に戻ります。

（図77）表示単位設定

○ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ設定（ＤＥＥＰ）
ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ機能のＯＮ／ＯＦＦの切り替えができます。
"ＤＥＥＰ"と表示され、設定値が点滅しています。(図７８)

Ｓボタンを押すたびにＯＮとＯＦＦが切り替わります。

→Ａボタンを押すと、設定を保存して時間設定値が点滅した
　安全停止設定画面（ＳＡＦＥ）に進みます。
→ＡボタンとＳボタンを同時に長押しすると設定を保存して
　ＳＥＴＵ画面に戻ります。
→Ｍボタンを長押しする、または２分間ボタン操作がない場合は
　ダイブモードスタート画面に戻ります。

（図78）DEEP STOP設定
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ＳＥＴ　Ｕ その他機能設定 コンプリートリファレンス

○安全停止設定（ＳＡＦＥ）
安全停止を行う深度と時間の設定ができます。
"ＳＡＦＥ"と表示され、停止時間が点滅しています。　(図７９)

Ｓボタンを押すたびに停止時間設定値がＯＦＦ、３：００、５：００ 
（分：秒）と進んでいきます。
Ａボタンを押すと、時間設定を保存して停止深度設定に進みます。
（停止時間設定がＯＦＦ設定の場合はセイフティ設定（ＣＯＮＳ）設
定画面に進みます。）
Ｓボタンを押すと、停止深度設定値が３、４、５、６メートルと進
んでいきます。

→Ａボタンを押すと、安全停止設定を保存して設定値が点滅した
　セイフティ設定（ＣＯＮＳ）設定画面に進みます。
→ＡボタンとＳボタンを同時に長押しすると設定を保存して
　ＳＥＴＵ画面に戻ります。
→Ｍボタンを長押しする、または２分間ボタン操作がない場合は
　ダイブモードスタート画面に戻ります。

（図79）安全停止設定

【お知らせ】
安全停止のカウントダウンは、（設定深度＋１．５ｍ）からスタートします。
（例）安全停止設定５ｍの場合６.５ｍに浮上した時からカウントダウンがスタートします。
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○セイフティ設定（ＣＯＮＳ）
セイフティ設定のＯＮ／ＯＦＦの切り替えができます。
セイフティ設定をＯＮに設定すると実際よりも９１５ｍ高い高度の条
件で潜水可能時間の計算を行います。（１０ページ表参照）
より安全な潜水可能時間を表示させることができるようになります。
"ＣＯＮＳ"と表示され、設定値が点滅しています。　(図８０)

Ｓボタンを押すたびにＯＦＦとＯＮが切り替わります。

→Ａボタンを押すと、設定を保存して設定値が点滅したバックライト
　点灯持続時間設定画面（ＧＬＯ）に進みます。
→ＡボタンとＳボタンを同時に長押しすると設定を保存して
　ＳＥＴＵ画面に戻ります。
→Ｍボタンを長押しする、または２分間ボタン操作がない場合は
　ダイブモードスタート画面に戻ります。

（図80）
セイフティ設定

○バックライト点灯持続時間設定（ＧＬＯ）
バックライト点灯持続時間の設定ができます。
"ＧＬＯ"と表示され、持続時間が点滅しています。　(図８１)

Ｓボタンを押すたびに設定値が０、５、１０（秒）
と進んでいきます。

→Ａボタンを押すと、設定を保存して設定値が点滅した
　サンプリングレート（ＳＡＭＰ）設定画面に進みます。
→ＡボタンとＳボタンを同時に長押しすると設定を保存して
　ＳＥＴＵ画面に戻ります。
→Ｍボタンを長押しする、または２分間ボタン操作がない場合は
　ダイブモードスタート画面に戻ります。

（図81）
バックライト

点灯持続時間設定
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ＳＥＴ　Ｕ その他機能設定 コンプリートリファレンス

○サンプリングレート設定（ＳＡＭＰ）
サンプリングレートを設定することができます。
サンプリングレートとは保持するデータ計測の頻度です。
"ＳＡＭＰ"と表示され、設定値が点滅しています。　(図８２)

Ｓボタンを押すたびに設定値が２、１５、３０、６０（秒）
と進みます。

→Ａボタンを押すと、設定を保存してＳＥＴＵ画面に戻ります。
→ＡボタンとＳボタンを同時に長押しすると設定を保存して
　ＳＥＴＵ画面に戻ります。
→Ｍボタンを長押しする、または２分間ボタン操作がない場合は
　ダイブモードスタート画面に戻ります。

（図82）
ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾚｰﾄ設定

■シリアルナンバー
ダイブモードスタート画面からＡボタンとＳボタンを同時長押しを
４回くりかえすと"ＳＮ”と表示されたシリアルナンバー表示画面に
切り替わります。　(図８３)

→ＡボタンとＳボタンを同時に長押しするとダイブモードスタート
　画面に戻ります。
→Ｍボタンを長押しする、または２分間ボタン操作がない場合は
　ダイブモードスタート画面に戻ります。

（図83）
シリアルナンバー

【お知らせ】
サンプリングレートの設定値を２秒にすると、デフォルトの１５秒より約７．５倍のデータ量
になる為、ダイブログソフトを使用の方は、こまめにダイビングデータをダウンロードしてく
ださい。２秒の場合、約５本分のログデータしか保存できません。



コンプリートリファレンス　～使いこなす～

ノーマルダイブ 水中モード ：Ａボタン
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コンプリートリファレンス　～使いこなす～
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■水分感知
接水起動設定ＯＮに設定している場合、水分感知センサーが水分を感
知すると、画面に"ＷＥＴ"と表示されます。

時計モードの場合は"ＷＥＴ"表示されます。（図８４）

ダイブモードの場合は

"ＷＥＴ"表示とダイブモード表示と高度ランクが順にくりかえし表示
されます。（図８５）

水分感知センサーが水分を感知しなくなる(乾かす)と"ＷＥＴ”は表
示されなくなります。

■接水起動
接水起動設定ＯＮに設定している場合、１．５ｍの深度へ５秒間潜降
すると自動的にダイブモードに切り替わります。

接水起動設定ＯＦＦに設定している場合、潜降してもダイブモードに
は切り替わりません。ただし、潜降時に時計モード以外の画面表示に
なっている場合はダイブモードに切り替わります。
また、反復潜水の場合は接水起動設定ＯＦＦに設定されていてもダイ
ブモードに切り替わります。

ノーマルダイブモード コンプリートリファレンス

（図85）
水分感知状態
(ダイブモード)

（図84）
水分感知状態
(時計モード)
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ノーマルダイブモード コンプリートリファレンス

（図86）
無減圧潜水画面

■ノーマル無減圧潜水
ノーマル無減圧潜水画面では
・バーグラフ
・現在深度（体内窒素蓄積量）
・無減圧潜水可能時間
・潜水経過時間
・Ｎｘマークおよびガスナンバーアイコン（ナイトロックス設定時）
を表示します。　(図８６)

→Ａボタンを押すと無減圧潜水補助画面１へ進みます。
→５秒間ボタン操作がないと無減圧潜水画面に戻ります。
ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰをＯＮに設定している場合
→Ａボタン長押しでＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ確認画面に進みます。

潜水中Ｌボタンを長押しするとバックライトが点灯します。

警告音が鳴った場合はＳボタンを押すと消音できます。
この操作は警告音の内容を確認してから、実施ください。

（図87）
無減圧潜水
補助画面1

○無減圧潜水補助画面１
無減圧潜水補助画面１では
・最大深度
を表示します。
酸素濃度比率設定（ＦＯ２）が数値で設定されている場合は
・Ｏ２バーグラフ
・酸素濃度比率（ＦＯ２）設定値
・酸素分圧（ＰＯ２）
・ＮＸマークおよびガスナンバー
を表示します。　(図８７)

→Ａボタンを押すと無減圧潜水補助画面２へ進みます。
→５秒間ボタン操作がないと無減圧潜水画面に戻ります。
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ノーマルダイブモード コンプリートリファレンス

○無減圧潜水補助画面２
無減圧潜水補助画面２では
・現在時刻（時：分：秒）
・現在水温
を表示します。　(図８８)

→Ａボタンを押すと無減圧潜水画面へ戻ります。
→５秒間ボタン操作がないと無減圧潜水画面に戻ります。

■残存潜水可能時間（ＤＴＲ）
残存潜水可能時間の表示は体内窒素量で算出される無減圧潜水可能時
間及び体内酸素量から算出されるＯ２潜水可能時間のうち短い方の時
間を表示します。

○無減圧潜水可能時間（ＮＤＣ）
無減圧潜水可能時間（ＮＤＣ）は減圧状態に入らずに現在の深度に留
まることができる時間の最大値を意味します。　(図８９ａ)

無減圧潜水可能時間は仮想組織コンパートメントで吸収される窒素の
量に基づいて計算されます。これらのコンパートメントが窒素を吸収
して排出するレートは数理モデル化されて、窒素レベルの最大許容値
と比較します。最大値に最も近いものがその水深を代表するコンパー
トメントとなります。
体内窒素蓄積量はバーグラフとして表記されます。（図８９ｂ）

無減圧潜水のアルゴリズムはMerrill Spencerが開発した最大許容窒
素レベルを用いたHaldaneの理論に基づいています。

反復ダイビングの計算基準は１９８７年にDr. Ray Rogersと
Dr. Michael Powellによって実施された実験に基づいています。

（図88）
無減圧潜水
補助画面2

（図89）
無減圧潜水可能時間
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ノーマルダイブモード コンプリートリファレンス

○Ｏ２潜水可能時間（ＯＴＲ）
体内酸素蓄積量限界を超えない範囲で現在の深度に留まることができ
る時間の最大値を意味します。

酸素濃度比率（ＦＯ２）がナイトロックス用に設定されている場合の
ダイビング中あるいはダイビング後24時間以内の体内酸素蓄積量の状
は、Ｏ２バーグラフとして表示されます。　(図９０ａ)

体内酸素蓄積量が増え続けると、Ｏ２バーグラフの目盛りが増えま
す。
体内酸素蓄積量が限界に達するまでの時間が減るにつれ、
Ｏ２バーグラフの目盛が増えます。
体内酸素蓄積量が限界に達するまでの時間が無減圧潜水可能時間
（ＮＤＣ）より少なくなった場合、その深度での潜水可能時間はＯ２
潜水可能時間が優先されます。このときＯ２潜水可能時間（ＯＴＲ）
が残存潜水可能時間として表示されます。 (図９１ａ)

体内酸素量の算出基準は、ＮＯＡＡ(米国海洋大気局)のダイビングマ
ニュアル（１９９１年）の酸素蓄積限界表を引用しています。

（図90）
O2バーグラフ

（図91）
O2潜水可能時間

■潜水経過時間
最大で９時間５９分までの潜水経過時間を表示します。
それ以上の潜水経過時間となった場合、ダイブコンピュータとしての
機能を中止し、時計機能に戻ってメイン時計画面を表示します。
９時間５９分経過後、２４時間の間使用できません。
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ノーマルダイブモード コンプリートリファレンス

■浮上速度
浮上速度と、それに関連する各種警告は基準深度１８ｍを境として、２種類の浮上速度の設定
に基づいています。

警告
１８ｍより深い深度では、浮上速度は１８ｍ/分を超えてはいけません。
１８ｍより浅い深度では、浮上速度は９ｍ/分を超えてはいけません。

（図92）浮上速度警告

○浮上速度警告
１８ｍより深い深度では、浮上速度が１５ｍ/分を超過すると浮上
速度警告画面表示となり、”ＳＬＯＷ＞ＳＬＯＷ”表示がスクロー
ルします。
１８ｍより浅い深度では、浮上速度が７．５ｍ/分を超過すると浮上
速度警告画面表示となり、”ＳＬＯＷ＞ＳＬＯＷ”表示がスクロール
します。　(図９２)

○浮上速度警告音
１８ｍより深い深度では、浮上速度が１８ｍ/分を超えると警告音が
鳴ります。
１８ｍより浅い深度では、浮上速度が９ｍ/分を超えると警告音が
鳴ります。
同時にＬＥＤ警告灯が点滅し、”ＳＬＯＷ＞ＳＬＯＷ”の表示が画面
上部で断続的にスクロールします。警告音とＬＥＤ警告灯の点滅は、
浮上速度が減速されるまで継続します。
Ｓボタンを押すととまります。
浮上速度警告表示は浮上速度が警告速度以下まで減速されるまで止
まりません。
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ノーマルダイブモード コンプリートリファレンス

■潜水中の操作
ダイブモード中は、起動中のダイブモードごと(無減圧モード、減圧モード、ゲージモード、
フリーモードなど)に表示する補助画面があります。

それぞれの補助画面は、Ａボタンを押すと切り替わります。
５秒後に各ダイブモードの潜水画面に戻ります。
※補助画面２のみ、６０秒後に各ダイブモードの潜水画面に戻ります。

Ｓボタンを押すと警告音を消音します。

Ｌボタンを長押しすると、バックライトを作動します。
バックライトは低バッテリー状況下では作動しません。

■ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ確認画面

ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ設定をＯＮにセットしている場合、Ｓボタン長押しで、ＤＥＥＰ　ＳＴＯ
Ｐ確認画面に切り替わります。
ダイビング時の最大水深に対して、ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰが開始される水深の確認ができます。
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■ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ

ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ設定をＯＮにセットしている場合、最大水深２４ｍを越える無限圧ダイビ
ングにて、最大水深の１／２の水深の３ｍ深い所まで浮上すると、短い警告音が鳴り２分間の
ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰカウントダウンを開始します。

カウントダウン継続中に、最大水深の１／２で設定された水深から、前後３ｍ以上（以下）の
深度に１０秒以上いた場合、カウントダウンは解除され、その残りのダイビングではＤＥＥＰ
　ＳＴＯＰは起動しません。またＤＥＥＰ　ＳＴＯＰが完了する前に浮上しても警告は表示せ
ず無限圧潜水画面に戻ります。

減圧潜水、５７ｍを超える潜水、または酸素分圧警告設定値を超える潜水および体内酸素量が
蓄積限界の８０％を超えた潜水の場合、ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰは起動しません。

ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰがＯＦＦに設定されている場合、ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰは起動しません。
（７８ページ）

（図93）
DEEP STOP画面

○ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ画面では
・バーグラフ
・現在水深
・無減圧潜水可能時間
・ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰカウントダウン
・Ｎｘマークおよびガスナンバーアイコン（ナイトロックス設定時）
を表示します。（図９３）

→Ａボタンを押すと、ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ補助画面１へ進みます。

ノーマルダイブＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ コンプリートリファレンス
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ノーマルダイブＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ コンプリートリファレンス

（図94）
DEEP STOP補助画面1

○ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ補助画面１
ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ補助画面１では
・バーグラフ（体内窒素蓄積量）
・ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ深度
（ＤＥＥＰ＞ＳＴＯＰ＞○○Ｍとスクロール表示します。）
・現在深度
・無減圧潜水可能時間
・潜水経過時間
を表示します。　(図９４)

→Ａボタンを押すとＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ補助画面2へ進みます。
→５秒間ボタン操作がないとＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ画面に戻ります。

＊ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ補助画面２はノーマルダイブ補助画面と同じで
す。（８７ページ）

【お知らせ】
ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ機能を使用する場合、ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰのカウントダウンは、（最大深
度の１／２ｍ＋３ｍ）からスタートします。

（例）最大深度２４ｍの場合、１２ｍ（最大深度の１／２ｍ）が設定され、１５ｍに浮上した
時点でカウントダウンがスタートします。
カウントダウン中に設定水深（この場合１２ｍ）より、前後３ｍ以上（以下）の水深に１０秒
以上いた場合、カウントダウンは解除されます。
上記の場合は１０～１４ｍの間で停止してください。

※ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ機能は安全対策上の有効性について賛否がありますので、ご自身の判断
に基づき設定してください。
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（図95）安全停止

■ノーマル無減圧安全停止
深度が９ｍ以上の無減圧潜水で、設定した安全停止深度まで浮上する
と、短い警告音が発信されて設定した安全停止時間のカウントダウン
を開始します。

カウントダウン継続中に水深１.２ｍより浅い水深に浮上するとカウ
ントダウンは終了します。
また、無減圧安全停止が完了する前に水面に浮上しても条件付違反モ
ードとは異なり、警告状態やロック状態になる事はありません。
安全停止中に１０ｍ以深に再潜降するとカウントダウンは
リセットされ、浮上すると再度カウントダウンが始まります。

安全停止がＯＦＦに設定されていた場合、浮上中にこの画面は表示
されません。

安全停止画面では
・バーグラフ
・設定安全停止深度
・現在深度
・無減圧潜水可能時間
・安全停止カウントダウン
・Ｎｘマークおよびガスナンバーアイコン（ナイトロックス設定時）
を表示します。　(図９５)

→Ａボタンを押すと安全停止補助画面１へ進みます。

【お知らせ】
安全停止のカウントダウンは、（設定深度＋１．５ｍ）からスタートします。
（例）安全停止設定５ｍの場合、６.５ｍに浮上した時からカウントダウンがスタートしま
す。

ノーマルダイブ安全停止 コンプリートリファレンス
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（図96）
安全停止補助画面1

（図97）
安全停止補助画面2

○無減圧安全停止補助画面１
安全停止補助画面１では
・潜水経過時間
を表示します。　(図９６)

→Ａボタンを押すと無減圧安全停止補助画面２へ進みます。
→５秒間ボタン操作がないと無減圧安全停止画面に戻ります。

○無減圧安全停止補助画面２
安全停止補助画面２では
・最大深度
を表示します。
酸素濃度比率設定（ＦＯ２）が数値で設定されている場合は
・Ｏ２バーグラフ
・酸素濃度比率（ＦＯ２）設定値
・酸素分圧（ＰＯ２）
・Ｎｘマークおよびガスナンバーアイコン
を表示します。　(図９７)

→Ａボタンを押すと無減圧安全停止補助画面３へ進みます。
→５秒間ボタン操作がないと無減圧安全停止画面に戻ります。

○無減圧安全停止補助画面３
無減圧安全停止補助画面３では
・現在時刻（時間：分：秒）
・現在水温
を表示します。（図９８）

→Ａボタンを押すと無減圧安全停止画面へ戻ります。
→５秒間ボタン操作がないと無減圧安全停止画面に戻ります。（図98）

安全停止補助画面3

ノーマルダイブ安全停止 コンプリートリファレンス
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ノーマルダイブガス切り替え コンプリートリファレンス

■ノーマルダイビングガス切り替え
本製品は、ＡＩＲから酸素濃度２１～１００％のナイトロックスを最大３本まで使用したダイ
ビングが可能です。
ガスの設定方法はＰ６５酸素濃度設定・酸素分圧警告設定をご参照ください。

警告
水中でのガス切り替えを伴うダイビングで使用する場合、水中ガス切り替えの講習を受けてか
らご使用ください。

【お知らせ】
ダイビング開始時には、ガス１が適用され、水中でガス２、ガス３に切り替えた場合でも、水
面に浮上して１０分後にガス１に戻ります。

浮上後、１０分間を除きサーフェイス画面ではガスの切り替えはできません。

警告音が鳴っている間は、ガスの切り替えはできません。

○ガスを切り替える

無減圧潜水画面でＭボタンを長押しすると、現在使用中以外のガスの
画面が表示されます。（図９９）

→再度Ｍボタンを長押しすると、次のガス切替画面を表示します。
→Ｓボタンを長押しすると、３秒後に選択したガスに切り替わりま
す。
→１０秒間Ｍボタンまたは、Ｓボタンが押されないと、無減圧潜水画
面に戻ります。

（図99）
ガス切り替え画面
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ノーマルダイブガス切り替え コンプリートリファレンス

○ガス切り替えアラーム
ガスを切り替えた際、酸素分圧（ＰＯ２）が１．６０以上になると、警
告音が鳴り、鳴っている間警告メッセージが点滅し、ガス切り替え画面
が元に戻ります。（図１００）

（図100）
ガス切り替え
アラーム全点灯

警告
酸素分圧（ＰＯ２）が１．６０以上であっても、深度に関係なくガスの切り替えは可能です。
ただし、切り替えをするとＰＯ２アラームが鳴ります。
減圧状態の場合は、浮上アイコンは点滅しません。取るべき行動は自己管理してください。
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ノーマルダイブモード コンプリートリファレンス
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■減圧潜水モード
理論上の無減圧限界を超えると減圧潜水（ＤＥＣＯ）モードが作動
します。

減圧潜水（ＤＥＣＯ）モードに切り替わると、１０秒間警報音が鳴
り、ＬＥＤ警告灯が点滅して、”ＤＥＣＯ＞ＳＴＯＰ”の表示が断続
的にスクロールします。
警報内容を確認してから、Ｓボタンを押して消音してください。

消音後は、”ＤＥＣＯ＞ＳＴＯＰ＞○○Ｍ(減圧停止水深)”の表示が
２秒間隔で２秒間ずつ表示されます。

必要停止深度よりも３メートル以上深い深度にいる場合は”∧”矢印
が点滅します。　(図１０１)
必要停止深度以深３メートル以内に浮上すると"∧”矢印が消灯
します。

○減圧停止のやり方
より深い深度(図１０２ａ)から停止深度(図１０２ｂ)より少しだけ深
い深度まで安全に浮上します。その深度で、表示された停止時間
(図１０２ｃ)減圧停止します。

減圧時間は減圧停止の深度によって変わります。
指定された停止深度よりも深い位置で停止すれば減圧停止時間は長
くなります。
このため、次の浅い減圧停止深度が表示されるまでの間は、指定され
た停止深度よりわずかに深い場所でとどまらなければなりません。必
ずゆっくりと浮上し、指定された減圧停止深度より浅くならないよう
浮上することが重要です。

（図101）減圧潜水

（図102)

ノーマルダイブ減圧停止 コンプリートリファレンス
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（図103）減圧停止

○減圧停止画面
減圧停止画面では
・バーグラフ
・減圧停止深度
・現在深度
・合計浮上時間（ＴＡＴ）
・必要停止時間
・Ｎｘマークおよびタンクナンバー（ナイトロックス設定時）
を表示します。　(図１０１)

→Ａボタンを押すと減圧停止補助画面１へ進みます。

○合計浮上時間（ＴＡＴ）
合計浮上時間（ＴＡＴ）（図１０３ａ）には、全ての減圧停止時間に加えて
１８ｍより深い深度では１８ｍ/分、
１８ｍより浅い深度では９ｍ/分
で計算された浮上時間を含みます。

ノーマルダイブ減圧停止 コンプリートリファレンス
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○減圧停止補助画面１
減圧停止補助画面１では
・潜水経過時間
を表示します。　(図１０４)

→Ａボタンを押すと減圧停止補助画面２へ進みます。
→５秒間ボタン操作がないと減圧停止画面に戻ります。

○減圧停止補助画面２
減圧停止補助画面２では
・最大深度
を表示します。
酸素濃度比率設定（ＦＯ２）が数値で設定されている場合は
・Ｏ２バーグラフ
・酸素濃度比率（ＦＯ２）設定値
・酸素分圧（ＰＯ２）
・Ｎｘマークおよびタンクナンバー
を表示します。　(図１０５)

→Ａボタンを押すと減圧停止補助画面３へ進みます。
→５秒間ボタン操作がないと減圧停止画面に戻ります。

（図104）補助画面1

（図105）補助画面2

（図106）補助画面3

○減圧停止補助画面３
減圧停止補助画面３では
・現在時刻（時：分：秒）
・現在水温
を表示します。　(図１０６)

→Ａボタンを押すと減圧停止画面へ戻ります。
→５秒間ボタン操作がないと減圧停止画面に戻ります。

ノーマルダイブ減圧停止 コンプリートリファレンス



○条件付違反モード
指定された減圧停止深度よりも浅い深度（図１０７）に浮上した場
合、停止深度より深く潜降するまで警告音が鳴り、ＬＥＤ警告灯
と”∨”矢印が点滅します。
警告音が消音されるまで”ＤＯＷＮ＞ＤＯＷＮ”表示がスクロー
ルします。その後”ＤＯＷＮ＞ＴＯ＞○○(水深)”表示がスクロ
ールします。
５分以内に減圧停止深度よりも深く潜降すれば、減圧潜水モード
を継続します。

減圧停止しないで、浅い深度に浮上すると、減圧計算をしないだけ
でなく、１分毎に１分半のペナルティ時間が減圧停止時間と合計浮
上時間（ＴＡＴ）に追加されます。

追加された減圧停止時間を先に処理しないと、再び減圧計算に入る
ことはできません。
処理が終わると減圧計算が始まり、減圧停止深度と減圧停止時間が
減っていきます。
バーグラフ表示は５つから無減圧ゾーンに後退し、無減圧潜水モー
ドに戻ります。
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■違反・警告表示

【お知らせ】
条件付違反モードに入った場合は、警告音がＯＦＦに設定されて
いても警告音が鳴り、ＬＥＤ警告灯が点滅します。
この場合、警告音はＳボタンで消音することはできません。

（図107）
条件付違反モード

ノーマルダイブ違反・警告 コンプリートリファレンス



○計測範囲違反モード＃１
減圧停止深度よりも浅い深度に５分以上とどまると、必要減圧停止
深度より深い深度に潜降するまでバーグラフの全目盛と”∨”矢印
が点滅します。　(図１０８)
また、”ＤＯＷＮ＞ＴＯ＞○○(水深)”表示がスクロールし続け
ます。
これは条件付違反モードの延長です。

○計測範囲違反モード＃２
１８ｍよりも深い深度での減圧停止が必要となってしまった場合の
違反モードです。

本製品は１８ｍよりもはるかに深い停止深度での減圧時間、
減圧停止は計算も指示もできません。
１８～２１ｍの間の減圧停止深度が必要になった場合は、
バーグラフが点滅して”ＤＥＣＯ＞ＳＴＯＰ＞１８Ｍ”表示が
スクロールします。　(図１０９)

万一この表示になった場合は、１８ｍより少し深めの深度までゆっ
くりと安全に浮上し、バーグラフを点滅させないようにその深度付
近にとどまらなくてはなりません。

減圧停止深度の表示が１５ｍ等を指示した場合は、これらの停止深
度まで浮上して減圧を続けることができます。
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（図108）
計測範囲違反モード#1

（図109）
計測範囲違反モード#2

ノーマルダイブ違反・警告 コンプリートリファレンス



○計測範囲違反モード＃３
最大潜水可能深度（ＭＯＤ）の１００ｍよりも深く潜降した場
合、”∧”矢印が点滅し、現在深度と最大深度が”- - -”と表示
され、計測範囲外に出てしまったことを示します。　(図１１０)

１００ｍより浅い深度へ浮上するまで”ＴＯＯ＞ＤＥＥＰ”表示
が、スクロールします。

１００ｍより浅い深度へ浮上すると現在深度の表示は戻りますが、
最大深度はそのダイビングが終わるまで”- - -”表示のままにな
ります。また、そのダイビングのログの最大深度も
”- - -”と表示されます。
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（図110）
計測範囲違反モード#3

ノーマルダイブ違反・警告 コンプリートリファレンス
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○警告違反モードと違反ゲージモード
１８ｍよりもはるかに深い深度での減圧停止が必要となった
場合、警告違反画面に切り替わります。
これは計測範囲違反モード＃２から切り替わります。

警告違反画面では　(図１１１)
バーグラフの全目盛と”∧”矢印が点滅します。
”ＵＰ＞ＶＩＯＬ”表示がスクロールします。

警告違反画面に切り替わると、停止深度から浮上後の残りの潜水
時間と、水面に浮上してから２４時間の間、違反ゲージモードで
動作します。
違反ゲージモードでは窒素及び酸素の体内蓄積量計算は機能しま
せん。

また、計測範囲外違反が発生したダイビングから浮上すると５分後
に、違反ゲージモードに切り替わります。

違反ゲージモード(水面)では　(図１１２)
バーグラフの全目盛が点滅します。
ダイブモード表示、高度ランク、”ＷＥＴ”表示、"ＶＩＯＬ"表示
がスクロールします。

違反ゲージモードは水面での機能も制約されます。

飛行機搭乗待機時間（ＦＬＹ）表示の操作で表示されるカウントダ
ウンタイマーは、飛行機搭乗待機時間ではなく、通常のダイブコン
ピュータ機能に戻るまでの残り時間を意味します。

全ての機能が使用可能になるには水面休息状態で２４時間かかり
ます。

（図111）
警告違反

（図112）
違反ゲージモード

(水面)

ノーマルダイブ違反・警告 コンプリートリファレンス
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○酸素分圧警告
体内酸素分圧（ＰＯ２）がＰＯ２警告音設定値の０．２０ＡＴＡ以内
になると、警告音が鳴り、ＬＥＤ警告灯が点滅し、警告音が消音され
るまで”ＨＩＧＨ＞ＰＯ２”表示がスクロールします。
“ＰＯ２”と”∧”矢印表示が、体内酸素分圧（ＰＯ２）が減少する
まで警告として固定表示されます。　(図１１３)
警告音を消音後は、”ＵＰ＞ＨＩＧＨ＞ＰＯ２”表示がスクロール
します。

体内酸素分圧（ＰＯ２）が増え続けた場合、表示値は最大値５．００
ＡＴＡまで０．０１ＡＴＡずつ増加します。

体内酸素分圧（ＰＯ２）がＰＯ２警告音設定値に達すると、再びＬＥ
Ｄ警告灯が点滅し、警告音が鳴ります。
体内酸素分圧（ＰＯ２）が警告音設定値以下に減少するまで、
”ＰＯ２”と”∧”矢印表示が警告として点滅します。
”ＵＰ＞ＨＩＧＨ＞ＰＯ２”表示がスクロールし続けます。

ＰＯ２の値はＡボタンを押すと５秒間表示されます。

（図113）
酸素分圧警告

ノーマルダイブ違反・警告 コンプリートリファレンス
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○体内酸素蓄積量警告
Ｏ２バーグラフは、現在のナイトロックス・ダイビングまたは、
２４時間以内の反復潜水による体内酸素蓄積量の最大値を表示し
ます。
Ｏ２バーグラフの目盛によって、どのくらい体内酸素蓄積量の限界
に近付いているかを確認できます。

理論上の体内酸素蓄積量が、１回のダイビングの体内酸素蓄積量限
界、または２４時間以内の蓄積限界（３０００ＴＵ）以上になる
と、Ｏ２潜水可能時間が０：００になり、”Ｏ２ＢＧ”が表示さ
れ、Ｏ２バーグラフの全ての目盛と”∧”矢印が点滅します。
(図１１４)

警告音が鳴り、ＬＥＤ警告灯が点滅し、”ＨＩＧＨ＞Ｏ２”表示が
スクロールします。
Ｓボタンを押して警告音を止めると、体内酸素蓄積量が限界未満に
減少するまで”ＵＰ＞ＨＩＧＨ＞Ｏ２”表示がスクロールし続け
ます。

水面に浮上後は、Ｏ２バーグラフが目盛４つに後退するまで機能が
ノーマルダイブモードにロックされます。時計モードへの切り替え
はできますが、ゲージ及びフリーダイブモードへの切り替えはで
きません。

（図114）
体内酸素蓄積量警告

ノーマルダイブ違反・警告 コンプリートリファレンス
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■ノーマルダイビング浮上後(サーフェイスモード)
水深０．６ｍまで浮上すると、サーフェイスモードに切り替わり、水
面休息時間の計測を始めます。

サーフェイスモード画面では
・バーグラフ
・水面休息時間
・ダイブモード表示、高度ランク、”ＷＥＴ”表示(濡れている場合)
　をスクロール表示
　　※ダイビング中に低バッテリー状態が生じた場合は、
　　　水面浮上時に”ＣＨＮＧ＞ＢＡＴＴ”表示
・ダイブナンバー
・Ｎｘマークおよびガスナンバー（ナイトロックス設定時）
を表示します。　(図１１５)

水面浮上後１０分以内に再度水深１．５ｍまで潜降すると、前回ダイ
ビングの継続とみなされます。この水面での時間(１０分未満)は潜水
時間に含まれません。

水面浮上後１０分経過すると、”ＳＵＲＦ”マークが点滅しなくな
り、その後の潜降は新たなダイビングと認識されます。
画面はメイン時計に戻ります。

水面浮上後１０分経過すると潜水前計画、飛行待機時間、脱飽和など
の各モードへの切り替えが可能になります。

（図115）
サーフェイスモード

ノーマルダイブ浮上後 コンプリートリファレンス
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コンプリートリファレンス　～使いこなす～

"ＧＡＵＧ"
ゲージモード
スタート画面

現在時刻
温度

４６,１０9ページ

８7ページ

5秒間表示

５４ページ

ゲージダイブモード

ダイビング後
の場合はFLY
モードへ切替

５４ページ

"ＦＬＹ"
飛行待機時間

モード

：Ａボタン

：Ａボタン長押し
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（図116）

■ゲージダイブモード　"ＧＡＵＧ"
ダイブコンピュータの動作モードとしてゲージダイブモードが選択さ
れている場合、本製品はデジタル深度ゲージ／タイマーとして機能
し、窒素及び酸素の体内蓄積量計算を行ないません。
(ダイブモードの切り替え手順は３６.４２ページ参照)

ゲージダイブモードスタート画面では
・選択ゲージモード、高度ランク
　　　高度ランク０から”ＧＡＵＧ””ＳＥＡ”と表示が
　　　切り替わります。（ＳＥＡ～ＥＬ１３）
・水面休息時間
・ダイブナンバー
を表示します。　(図１１６)

→Ａボタンを押すと、飛行機搭乗待機時間（ＦＬＹ）モードに切り替
わります。(ダイビング後の場合)
　もう一度Ａボタンを押すとスタート画面に戻ります。
→Ａボタンを長押しすると現在時刻、温度を５秒間表示します。

接水起動設定ＯＮに設定している場合、１．５ｍの深度へ５秒間潜降すると自動的にゲージダ
イブモードに切り替わります。(接水起動については７７ページ参照)

注意
ゲージダイブモードでダイビングをすると、浮上後２４時間はダイブモードがゲージモードに
ロックされ、ノーマル及びフリーダイブモードへの切り替えができなくなります。

ゲージダイブモード コンプリートリファレンス
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（図117）
ゲージ潜水画面

（図118）補助画面1

（図119）補助画面2

○ゲージダイブモード潜水
ゲージ潜水画面では
・現在水深
・潜水経過時間
を表示します。　(図１１７)

→Ａボタンを押すと、ゲージ潜水補助画面１に切り替わります。

○ゲージ潜水補助画面１
ゲージ潜水補助画面１では
・最大深度
を表示します。　(図１１８)

→Ａボタンを押すとゲージ潜水補助画面２へ進みます。
→５秒間ボタン操作がないと無減圧潜水画面に戻ります。

○ゲージ潜水補助画面２
ゲージ潜水補助画面２では
・現在時刻（時：分：秒）
・現在水温
を表示します。　(図１１９)

→５秒間ボタン操作がないと無減圧潜水画面に戻ります。

ゲージダイブモード コンプリートリファレンス
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コンプリートリファレンス　～使いこなす～

"ＬＡＳＴ"
補助画面１

補助画面２

"ＦＲＥＥ"
フリーモード
スタート画面

"ＣＤＴ"
カウントダウン

タイマー

"ＥＤＴ"
警告音

ＯＮ／ＯＦＦ

：Ｍボタン長押し

：Ａボタン

：Ｓボタン

：Sボタン＋Ａボタン
　同時長押し

：Ａボタン長押し

４６,１12ページ １１7ページ１１4ページ

１13ページ

１13ページ

フリーダイブモード
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（図120）

フリーダイブモードスタート画面では
・選択ゲージモード、高度ランク

　　　高度ランク０から”ＦＲＥＥ””ＳＥＡ”と表示が
　　　切り替わります。（ＳＥＡ～ＥＬ１３）

・水面休息時間
・反復フリーダイビングの合計回数
を表示します。　(図１２０)

→Ａボタンを押すと、カウントダウンタイマーステータス画面
　（ＴＩＭＲ）に切り替わります。
→Ａボタンを長押しするとフリー補助画面１へ進みます。
→ＡボタンとＳボタンを同時に長押しするとフリー潜水経過時間
（ＥＤＴ）警告音画面へ進みます。

フリーダイブモード コンプリートリファレンス

■フリーダイブ水面モード
○フリーダイブモード　"ＦＲＥＥ"
ダイブコンピュータの動作モードとしてフリーダイブモードが選択されている場合、本製品は
　デジタル深度ゲージとして機能します。
体内窒素蓄積量は酸素濃度比率（ＦＯ２）がＡｉｒ設定の条件で計算し、体内窒素蓄積量の
　データはフリー及びノーマルダイブモードで２４時間の間共有されます。
　(ダイブモードの切り替え手順は４６、５２ページ参照)
フリーダイブモードでは時間、接水起動、表示単位、セイフティ設定の各設定は、
　ノーマル・ゲージモードで設定された値が適用されます。
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（図121）
フリーモード補助画面1

（図122）
フリーモード補助画面2

○フリーモード補助画面１　("ＬＡＳＴ"表示)
フリーモード補助画面１では
・前回フリーダイビングの到達最大深度
・前回フリーダイビングの潜水経過時間
を表示します。　(図１２１)

→Ａボタンを押すとフリーモード補助画面２へ進みます。
→５秒間ボタン操作がないとフリーダイブモードスタート画面に
　戻ります。

○フリーモード補助画面２
フリーモード補助画面２では
・現在時刻（時間：分：秒）
・現在水温
を表示します。　(図１２２)

→５秒間ボタン操作がないとフリーダイブモードスタート画面に
　戻ります。

フリーダイブモード コンプリートリファレンス

【お知らせ】
フリーモード補助画面１は、前回フリーダイビングより２４時間以
内のみ表示されます。
２４時間以降は、表示されません。
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１１5ページ

1１6ページ

1１6ページ 1１6ページ 1１6ページ

４６,１12ページ

■フリーカウントダウンタイマー

４６,１12ページ

"ＦＲＥＥ"
フリーモード
スタート画面

１１5ページ

"ＣＤＴ"
カウントダウン

タイマー

：Ｍボタン長押し

：Ａボタン

：Ｓボタン

：Sボタン＋Ａボタン
　同時長押し

1１6ページ

"ＴＩＭＲ"
セット

分

1１6ページ

"ＴＩＭＲ"
セット

秒

1１6ページ

"ＴＩＭＲ"
カウントダウン

スタート

1１6ページ1１6ページ1１6ページ

"ＴＩＭＲ"
セット

ＯＮ／ＯＦＦ

OFF設定
の場合

フリーダイブモード コンプリートリファレンス

Sボタンで"ON"を
選択すると同時に
カウントダウンスタート



"ＴＩＭＲ"
カウントダウン

スタート

■フリーダイブモードカウントダウンタイマー（ＣＤＴ）
時計モードのカウントダウンタイマーとは別にフリーダイブモード
独自のカウントダウンタイマー機能があります。

フリーダイブモードスタート画面でＡボタンを押すと、
カウントダウンタイマーステータス画面に切り替わります。
("ＴＩＭＲ"表示)

○カウントダウンタイマーの設定
カウントダウンタイマーステータス画面では
・タイマーがＯＮでカウントが残っていない時は０：００（分：秒）
・タイマーがＯＦＦの時は、以前に設定されたカウントダウン時間
が表示されます。　(図１２３／１２４)

・Ｓボタンを押すと、ＯＮとＯＦＦを切り替えられます。
・カウントダウン時間が設定されている場合、ＯＦＦからＯＮへ切り
　替えるとカウントダウンタイマーがスタートします。

→Ａボタンを押すか、Ｍボタンを長押しする、あるいは２分間ボタン
　操作がない場合はフリーダイブモードスタート画面に戻ります。
→タイマーがＯＦＦでカウントダウンタイマーステータス画面を
　表示中にＡボタンとＳボタンを同時に長押しすると、カウント
　ダウン・タイマー設定画面に進みます。
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（図123）

（図124）

注意
ダイビング中はカウントダウンタイマーのＯＮ（開始）とＯＦＦ（停止）はできますが、設
定はできません。

フリーダイブモード コンプリートリファレンス
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（図125）
カウントダウン

時間設定

（図126）
時間設定完了

○カウントダウン時間の設定
カウントダウン・タイマー設定画面では"ｓｅｔ"が表示されます。
(図１２５)

・Ａ＋Ｓボタン長押しでカウントダウンタイマーｓｅｔ画面にしま
　す。
・「分」設定値が点滅中にＳボタンで設定します。
・Ａボタンを押すと「分」の設定値を保存して秒の設定に進みます。
・「秒」設定値が点滅中にＳボタンで設定します。
・Ａボタンを押すと”ｓｅｔ”表示が"ＯＦＦ”表示点滅に変わり、
　カウントダウンタイマーの設定値が保存された事を示します。
(図１２６)

・Ｓボタンを押すと、ＯＮに切り替わり、カウントダウンタイマー
　をスタートします。

→Ａボタンを押すか、Ｍボタンを長押しする、あるいは２分間ボタン
　操作がない場合はフリーダイブモードスタート画面に戻ります。
→タイマーがＯＦＦでカウントダウンタイマーステータス画面を
　表示中にＡボタンとＳボタンを同時に長押しすると、カウント
　ダウン・タイマー設定画面に進みます。

フリーダイブモード コンプリートリファレンス
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"ＦＲＥＥ"
フリーモード
スタート画面

"ＥＤＴ"
警告音

ＯＮ／ＯＦＦ

４６,１12ページ 1１7ページ

1１9ページ120ページ１20ページ

■フリーダイブ潜水経過時間・深度警告音設定

：Ｍボタン長押し

：Ａボタン

：Ｓボタン

：Sボタン＋Ａボタン
　同時長押し

1１9ページ

"ＦＤＡ１"
警告深度設定１
ＯＮ／ＯＦＦ
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"ＦＤＡ１"
深度設定

"ＦＤＡ１"
警告深度設定１警告深度設定１
ＯＮ／ＯＦＦ

120ページ

"ＦＤＡ２"
警告深度設定２
ＯＮ／ＯＦＦ

１20ページ 120ページ120ページ

警告深度設定２警告深度設定２
ＯＮ／ＯＦＦ

１20ページ

"ＦＤＡ３"
警告深度設定３
ＯＮ／ＯＦＦ

"ＦＤＡ１""ＦＤＡ１"
深度設定

"ＦＤＡ２"
深度設定

"ＦＤＡ２""ＦＤＡ２"
深度設定

"ＦＤＡ３"
深度設定

ON設定
の場合

OFF設定
の場合

フリーダイブモード コンプリートリファレンス
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■フリーダイブモード潜水経過時間（ＥＤＴ）警告音
ノーマル・ゲージモードの潜水経過時間警告音とは別にフリーダイブ
モード独自の潜水経過時間警告音設定機能があります。
ＯＮに設定された場合、設定された時間ごとに短い警告音が３回鳴
り、”ＴＩＭＥ”表示が一時的に表示されます。

フリーダイブモードスタート画面でＡボタンとＳボタンを同時に長押
しするとフリー潜水経過時間警告音設定画面へ切り替わります。
(“ＥＤＴ”表示)

○フリー潜水経過時間警告音設定
フリー潜水経過時間警告音設定画面では
・設定時間
・ＯＮまたはＯＦＦの設定値
が表示されます。　(図１２７)

→Ｓボタンを押すと、ＯＮとＯＦＦを切り替えられます。
→Ａボタンを押すと設定を保存してフリー深度警告音設定１画面に
　進みます。
→Ｍボタンを長押しするか２分間ボタン操作がない場合は
　フリーダイブモードスタート画面に戻ります。

注意
フリーダイブモード潜水経過時間警告音は水面でのみＯＮ／ＯＦＦ
の設定が可能で、ダイビング中は変更できません。

（図127）
フリーモード

潜水経過時間警告

フリーダイブモード警告音 コンプリートリファレンス
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○フリー深度警告音設定１　（ＦＤＡ１）
フリー深度警告音設定１画面では
・設定深度
・ＯＮまたはＯＦＦの設定値
が表示されます。　(図１２８)

Ｓボタンを押すと、設定値のＯＦＦとＯＮを切り替えることができ
ます。
Ａボタンを押すと、設定値を決定します。

　ＯＦＦを選択／決定した場合、ＦＤＡ２および３の設定は無視され
　てフリーダイブモードスタート画面に戻ります。

　ＯＮを選択／決定した場合、深度の値が点滅します。
　・Ｓボタンを押すごとに１ｍずつ、
　　設定値１０～１００ｍまで、数値が増加していきます。
　・Ｓボタンを押し続けると、ボタンを離すまで進み続けます。

→Ａボタンを押すと、設定を決定してＦＤＡ２設定画面に進みます。
→Ｍボタンを長押しするか２分間ボタン操作がない場合は
　フリーダイブモードスタート画面に戻ります。

■フリーダイブモード深度警告音（ＦＤＡ）
ノーマル・ゲージモードの深度警告とは別にフリーダイブモード独自
の深度警告設定機能があります。
深度警告は３段階の深度設定とＯＮ・ＯＦＦの設定が可能です。
・警告音１がＯＦＦの場合、警告音２と３は無効になります。
・警告音２がＯＦＦの場合、警告音３は無効になります。

ダイビング中に各深度に到達した場合、３回の短い警告音が３回鳴
り、”ＤＰＴＨ”が３回表示されます。

（図128）
フリーモード
深度警告音1

フリーダイブモード警告音 コンプリートリファレンス
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○フリー深度警告音設定２　（ＦＤＡ２）
表示及び設定の手順はフリー深度警告音設定１と同様です。
(図１２９)
ＯＦＦを選択／決定した場合、ＦＤＡ３の設定は無視されてフリーダ
イブモードスタート画面に戻ります。

ＯＮを選択／決定した場合、深度の値が点滅します。
・Ｓボタンを押すごとに１メートルずつ、設定値１１～１００ｍま　
　で、数値が増加していきます。

→Ａボタンを押すと、設定深度を決定してＦＤＡ３設定画面に進み
　ます。
→Ｍボタンを長押しするか２分間ボタン操作がない場合は
　フリーダイブモードスタート画面に戻ります。

フリー深度警告音設定２（ＦＤＡ２）の設定深度の範囲は設定１の
設定深度よりも深い深度になります。

フリー深度警告音設定３（ＦＤＡ３）の設定深度の範囲は設定２の設
定深度よりも深い深度になります。

○フリー深度警告音設定３　（ＦＤＡ３）
表示及び設定の手順はフリー深度警告音設定１,２と同様です。
(図１３０)
ＯＦＦを選択／決定した場合、フリーダイブモードスタート画面に
戻ります。
ＯＮを選択／決定した場合、深度の値が点滅します。
・Ｓボタンを押すごとに１メートルずつ、設定値１２～１００ｍま　
　で、数値が増加していきます。

・Ａボタンを押すと、設定深度を決定してフリーダイブモード
　スタート画面に戻ります。
・Ｍボタンを長押しするか２分間ボタン操作がない場合は
　フリーダイブモードスタート画面に戻ります。

（図129）
フリーモード
深度警告音2

（図130）
フリーモード
深度警告音3

フリーダイブモード警告音 コンプリートリファレンス
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（図131）フリー潜水

（図132）ステータス

（図133）ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝ

○フリーダイブカウントダウンタイマー
フリーダイブカウントダウンタイマーステータス画面
(図１３２)でＳ＋Ａボタンを押すと、設定値のＯＦＦとＯＮが切り
替わります。

時間が設定された場合は、ＯＦＦからＯＮへ切り替えると同時に
カウントダウンがスタートします。
カウントダウンがスタートすると”：”が点滅します。(図１３３)

→Ｍボタンを長押しするか２分間ボタン操作がない場合はフリー潜水
　画面に戻ります。

■フリーダイブ潜水モード
フリー潜水画面では
・現在深度
・無減圧潜水可能時間
・潜水経過時間
が表示されます。　(図１３１)

→Ａボタンを押すと、カウントダウンタイマーステータス画面に
　切り替わります。

フリーダイブモード コンプリートリファレンス
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（図134）タイマー警告

（図135）深度警告

（図136）潜水時間警告

○フリー潜水カウントダウンタイマー警告音（ＣＤＴ）
フリー潜水カウントダウンタイマーが０：００になったとき、
３回の短い警告音が３回鳴り、「ＴＩＭＲ」が画面に３回一時的に表
示(図１３４)された後、フリー潜水画面に戻ります。

○フリー潜水深度警告音（ＦＤＡ）
深度がフリー潜水深度警告設定値に到達すると、３回の短い警告音が
３回鳴り、ＬＥＤ警告灯が点滅し、”ＤＰＴＨ”が画面に３回一時的
に表示(図１３５)された後、フリー潜水画面に戻ります。

設定深度よりも浅い水深へ浮上した後、再度設定深度以深へ潜降する
と、それぞれ（ＦＤＡ１，２，３）の警告音が再度鳴ります。

○フリー潜水経過時間警告音（ＥＤＴ）
フリーダイビング開始前に潜水経過時間警告音をＯＮ設定にしておく
と、設定経過時間ごとに短い警告音が３回鳴り、ＬＥＤが点滅し、
”ＴＩＭＥ”表示が画面に一時的に表示（図１３６）された後、フリ
ー潜水画面に戻ります。

フリーダイブモード コンプリートリファレンス



○窒素バーグラフ警告音
フリーダイビング中は２４時間以内に行なわれたノーマル及びフリー
ダイビングによる体内窒素蓄積量をバーグラフで表示します。
体内窒素量がバーグラフの４つの目盛で表示される警戒レベルまで
増加すると”∧”矢印が点灯し、３回の短い警告音が３回鳴り、
ＬＥＤが点滅して、”ＵＰ＞ＨＩＧＨ＞ＮＩ”表示が画面に表示され
ます(図１３７)。
警告音の後、バーグラフが３目盛まで後退するまでこの表示はスクロ
ールし続け、後退した時点で表示が"ＦＲＥＥ"に変わり、”∧”矢印
が消灯します。

○フリーダイビング中の減圧潜水
減圧潜水状態に突入（体内窒素蓄積量が増加し、バーグラフの全ての
目盛が点滅）すると、”∧”矢印が点滅し、３回の短い警告音が３回
鳴り、ＬＥＤが点滅して、”ＵＰ＞ＶＩＯＬ＞ＮＩ”表示が画面に表
示されます。(図１３８)
警告音の後、浮上するまで”ＵＰ＞ＶＩＯＬ”表示がスクロールし続
け、浮上後１０分間は”ＶＩＯＬ”表示が表示されます。
水面に浮上した際に”∧”矢印は消えますが、バーグラフは２４時間
点滅し続け、水面休息で２４時間経過するまで違反モード(図１３９)
になります。時計モードへの切り替えは可能ですが、ノーマル及び
ゲージモードへの切り替えはできなくなります。

（図137）窒素警告

（図138）減圧潜水

フリーダイブモード コンプリートリファレンス
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●フリーダイビングについて●
フリーダイビングではレギュレーターが利用されないとはいえ、体
内窒素は要素として残ります。体内窒素は空気のＦＯ２値に基づい
て計算されます。ノーマルダイビングとフリーダイビングを２４時
間以内に交互に行う場合があるため、窒素計算と表示される無減圧
潜水時間の値は双方のモードで共有され、それにより窒素の吸収と
排出の状況を把握することができます。
本製品で用いられている数学的モデルは無減圧／減圧マルチレベル
反復潜水・スケジュールに基づいています。アルゴリズムは、競技
タイプのフリーダイビングを考慮していません。（図139）違反モード

フリーダイブモード コンプリートリファレンス



警告一覧
警告表示警告表示

　　　表示  　　　　　　内容

ＤＥＣＯ＞ＳＴＯＰ＞水深Ｍ 減圧モードに突入

ＤＯＷＮ＞ＴＯ＞水深Ｍ　　 必要減圧停止深度以浅

ＤＥＺＯ＞ＳＴＯＰ＞１８Ｍ  １８メートルより深い深度での減圧停止が必要

ＵＰ＞ＨＩＧＨ＞ＰＯ２  無減圧モード中の高酸素分圧警告

ＨＩＧＨ ＰＯ２  減圧モード中の高酸素分圧警告

ＵＰ＞ＨＩＧＨ＞Ｏ２  バーグラフ警告（体内酸素蓄積量警告）

ＴＯＯ＞ＤＥＥＰ  深度警告

ＵＰ＞ＶＩＯＬ  ２１メートルより深い深度での減圧停止が必要

ＳＬＯＷ＞ＳＬＯＷ  浮上速度超過警告

ＬＯＷ＞ＤＩＶＥ＞ＴＩＭＥ 潜水可能時間警告

ＴＩＭＥ＞ＴＯＯ＞ＬＯＮＧ 潜水経過時間警告

ＵＰ＞ＨＩＧＨ＞ＮＩ  バーグラフ警告（体内窒素蓄積量警告）

ＥＲＲ　　　　　　　　　　　　　　　エラー状態
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■エラー表示（ＥＲＲ）について（ダイビング中のリセット）

ダイビング中に何らかの原因でダイブコンピュータの電源が遮断さ
れ、再び復帰した場合、画面にはエラー状態であることを示す
”ＥＲＲ”と浮上マーク及び現在水深が表示されます。（図１４０）
万一この状態になった場合は、ダイビングを中断し、安全に浮上
してください。
浮上後はダイブモードに切り替えようとした際に”ＥＲＲ”が表示
され、どのダイブモードにも切り替わりません。　(図１４１)
 “ＥＲＲ”が表示された場合は、ご使用を避け、メンテナンスを
お受けください。
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（図140）

（図141）

警告表示 警告一覧



警告音 警告一覧

警告音警告音

○ノーマル・ゲージモードで警告音が１０秒間鳴る場合
・設定された最大深度をこえたとき
・コンピュータにより算出された残存潜水時間をこえたとき
・設定された経過潜水時間をこえたとき
・酸素分圧による最大許容深度をこえたとき
・体内酸素量限界をこえたとき
・窒素バーグラフが設定された目盛をこえたとき
・浮上速度が、１８ｍより深いところで１８ｍ／分をこえるか、
　　　　　　　１８ｍより浅いところで９ｍ／分をこえる場合
・減圧潜水（ＤＥＣＯ）突入時
・条件付違反モード（減圧停止必要停止深度より上に５分未満）
・計測範囲違反モード（減圧停止必要停止深度より上に５分以上）
・計測範囲違反モード（１８ｍより深い減圧停止深度が必要）
・計測範囲違反モード（最大表示深度１００ｍを超過）
・アラーム設定時刻になった場合（ダイブモード中は無効）
・時計モードのカウントダウンタイマーが０：００になったとき

ノーマル・ゲージモードで、危険な状況が発生すると、１０秒間毎秒１回の警告音を発信しま
す。（危険な状況が改善される、又はＳボタンを押すと止まります）

フリーモードでは独自の警告音（３回の短い警告音が１～３回）が発信されます。
フリーモードの警告音はＳボタンを押して警告音を止めることも、事前にＯＦＦ設定にするこ
ともできません。

ＬＥＤ警告灯は、警告音と同期化されています。警告音が鳴ると点滅します。
警告音はＳボタンを押して止めるか状況が改善されるとＯＦＦになります。
警告音設定がＯＦＦの場合、警告音とＬＥＤは作動しません。

127



○１回の短い警告音が鳴る場合（無効にできません）
・ダイビング終了５分後に計測範囲違反から警告違反に切り替わった時

○３回の短い警告音が鳴る場合（無効にできません）
・ノーマル・ゲージモードで浮上速度が、
　　１８ｍより深いところで１５．１～１８ｍ／分か、
　　１８ｍより浅いところで７．５～９ｍ／分の場合
・フリーモード経過潜水時間警告音（ＯＮに設定された場合、３０秒ごとに３回）
・フリーモード深度警告音１／２／３（徐々に深く設定）：各３回が３セット
・フリーモード窒素バーグラフ警告音：３回が３セット
・フリーモード潜水中に無減圧潜水（ＤＥＣＯ）突入時 ：３回が３セット
・フリーモード潜水モードのカウントダウンタイマーが０：００になった場合：各３回が
　３セット

○ノーマルモードで１０秒間の継続した警告音のあと、５秒間の一定間隔の警告音が鳴る場合
　（ＯＦＦにできません）
・必要な減圧シーリング停止深度より浅く５分以上いた場合（計測範囲違反とみなされます）
・２１ｍ以上の減圧停止深度が必要な場合
・条件付違反があったダイビングで水面浮上してから５分後
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付録
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本製品では、高い信頼性と安全性を確保するために、さまざまな調査研究の成果に基づく数学
的減圧モデルにより、体内への窒素の吸収・排出計算を細心の配慮のもとに行っています。

本製品は、一般の健康で平均的な体力を持った人を基準に設計しています。しかしダイバーの
生理面は各人ごとに違うばかりでなく、毎日変化するものです。本製品の表示データは、
このような実際の個々の使用者の生理的な機能まではチェックできません。年齢、性別、体脂
肪量、病症歴などさまざまな要因によっては、本製品の表示するデータよりもさらに安全性の
高いダイビングを行わなければならないこともあります。過酷な環境条件、特に脱水状態にあ
るときは減圧症の危険性が高まります。このようなときにも、本製品の表示するデータよりも
さらに安全性の高いダイビングを行わなければなりません。

減圧モデルについて

警告
●本製品は、一般の健康で平均的体力を持った人を基準に設計しています。従って個々のダイ
　バーはそれぞれ自分にあった安全なダイビングの計画、遂行を責任持って行ってください。
●表示より控えめなダイビングを行ってください。本製品は減圧症をはじめ、その他さまざ
　まなダイビングを起因とする疾患を必ず防止できるものではありません。
●減圧潜水はしないでください。本製品は無減圧潜水での使用を前提にしています。
　万一のため減圧潜水での情報も提供しますが危険なためおやめください。
●本製品は職業ダイバー用ではありません。
●本製品は空気及びナイトロックスガス以外でのダイビングでは、使用できません。
●無減圧潜水で余裕を持ったダイビングを行って下さい。１５ｍ以深に潜水した場合は、
　安全のために必ず３～６ｍでの停止（安全停止）を行うようにしてください。また減圧停止
　の表示が出た場合は指示された時間より長めに停止することをお勧めします。
●反復潜水時や気圧ランクの変化発生時に、他人に絶対貸してはいけません。
●本製品のデータを使用者以外のダイバーのデータとして使用してはいけません。

■本製品は個人で単独に使用することを前提に設計されています。他人に貸す場合は
　表示画面が初期状態の時刻モード（体内窒素排出時間、体内窒素量がゼロ）になっており、
　かつ過去４８時間以内に気圧ランクの変化、潜水を経験していない人に限ります。
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■乾燥・保管
・洗浄を十分に行います。
・直射日光を避け、涼しく、乾燥した風通しの良い日陰で十分に乾燥させ、保管します。
・やむを得ず高温または低温になってしまった場合は、常温に近い温度の水の中に放置して
　ダイブコンピュータ本体を常温状態に戻してください。

注意
●高温の場所での保管は避けてください。性能が低下する恐れがあります。水の中に入れる
　などして温度を下げてください。また、極端な低温も避けてください。
　○特に圧力センサー性能が温度の影響を受けやすく、高度ランク、水深、水温などの計測
　　精度が落ちたり、故障したりします。
　○高温に長く放置すると表示パネルが黒変します。温度が下がれば正常に戻りますが、
　　表示パネルの寿命が短くなります。
●ダイビング後は濡れたものと一緒に放置しないでください。
●ご使用後に真水で全体をよくすすぎ、汚れと塩分をとってください。
　乾燥とともに濃縮されて残る塩分や鉄分により、錆が発生する可能性があります。

付録
保管・点検保管・点検



■メーカー保証
・この製品には保証書が添付されていますので、お買い上げの際にお受け取りの上、保証書に
　記載された所定のお手続きをお願いいたします。
　(お手続きがない場合、保証されないことがあります。)
・保証期間は１年間です。
・機能を維持するためにも毎年のメンテナンスをお受けになることをお勧めいたします。
　尚、１年間の保証期間には、毎年のメンテナンス費用は含まれていません。
　＊保証規程は保証書をご覧ください。

■メンテナンスに出す際の注意点
　記録されている全てのログデータは、メンテナンスを受ける際に消去されることがあります
　ので、ログブック等に控えてください。
　メンテナンスにお出しになる際は依頼内容、氏名、住所、電話番号、を明記し、保証書を
　同封の上、お買い上げ販売店を通じてＢｉｓｍメンテナンス係へお送りください。

■部品の保有期間について
　弊社はダイブコンピュータ補修用の性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）
　を、製造打ち切り後最低８年間保有しています。この部品保有期間が経過した後も、故障
　箇所によっては修理可能な場合がありますので、お買い上げ店、もしくは弊社商品取扱
　販売店にご相談ください。
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アフターサービス

アフターサービス 付録
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電池交換手順 付録

内部への入湿を防ぐために、温湿度管理は非常に重要です。
（例：特に冷暖房がきいている部屋で電池を交換しないでください。暑い外気のところから、
　　冷房が効き過ぎた部屋に入った場合など、水滴が付く可能性があります。）
万一、内部になんらかの湿気が見られた場合は、適切なサービスを受けるまではダイビングで
使用しないでください。

電池交換手順

注意
○ユーザー電池交換に起因する故障はメーカー保証対象外となります。

○電池交換の際には、以下の手続きを遵守して行ってください。

○電池交換するときは、電池収納部に湿気やほこりが入らないように、極力注意してきれいな
　環境で作業を行ってください。（水没の原因となります。）

○万一電池交換後に水没等の異常が発生した場合は、使用を中止し速やかにお買い求め店また
　は弊社取扱販売店に連絡ください。

【お知らせ】
電池交換時以外、裏蓋をむやみに開けないでください。メーカー保証を受けられなくなりま
す。

電池交換をすると、ログデータが消去されることがありますのでログブック等に控えて置い
てください。

バックライトの多用は電池寿命をはやめます。



（図142）

（図143）

本体の裏側に電池の収納場所があります。
交換用バッテリーキット（別売り）に同封されている専用オープナ
ーを使って、電池開閉蓋を時計回りに１０度回してください。(図１
４２)

防水されている部分に何らかの損傷がないかどうか外観からよく確認してください。
電池収納部分の内部に腐食が発生していないかどうかも厳密に確認してください。
万一、内部に腐食や湿気が見つかったら、点検修理にお出しください。
電池収納部分を清掃する場合は、酢５０％と蒸留水５０％の溶液できれいにふき取るようにし
て下さい。その後真水で溶液をふき取り、一晩そのまま乾かすか、あるいはドライヤー（冷
風）で乾かしてください。

■点検
　防水されている部分になんらかの損傷がないかどうか外見からよく
確認してください。

警告
ボタンスイッチ、液晶表面、電池収納部周辺に亀裂や損傷がないかど
うかを点検してください。
万一、破損や腐食している部分が見つかったら、点検修理にお出し
ください。

注意
アルコールは絶対に使用しないでください。破損の原因となります。

133

電池交換手順 付録

開閉蓋を開けて、電池を取り出してください。
接触端子を壊さないようにして、電池を電池収納場所から横に引き上
げるようにして取り出してください。　(図１４３)
使用済み電池は、各地域の規則に従って処分してください。

■電池の取り外し
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電池交換手順 付録

２．電池開閉蓋を電池収納部の時計回りに１０度ずれた位置に入れて押
し込み、全周囲に隙間が無いか確認します。（図１４６・図１４７）

１．新しい開閉蓋のＯリングが溝に一周入っているか確認します。
（図１４５）

（図145）

注意
○電池のプラスとマイナスの向きにご注意ください。
　（＋面が外側、ー面が内部側）
○金属ピンセットは使用しないでください。ショートによる電池消耗で
　使用できなくなります。
○電池のプラスとマイナスを手で挟まないででください。ショートに
　よる電池消耗で使用できなくなります。

新品のＣＲ２４３０のリチウム電池を、横からスライドさせるようにマ
イナスが下になるようにして電池収納場所に入れてください。
（図１４４）

（図144）

■電池の取り付け

■電池開閉蓋の取り付け

（図147）

（図146）

注意
開閉蓋に取り付けるＯリングは、必ずＢｉｓｍ純正品をお使いくださ
い。
他のＯリングを使用すると水没の原因となりますのでおやめください。



（図148）

■ダイビング前点検
液晶画面がきれいかどうか、ガラスに傷がないか確認してください。
日付、時間、アラームを正しくセットしてください。
また、各設定を確認してください。（６２ページ）
万一、画面に異常な表示や、濃淡が見られたり、電圧低下表示が
出た場合は点検修理にお出しください。

電池交換手順 付録

３．中央部を片方の指で押えた状態で、専用オープナーを使用して
時計と反対方向に１０度回転させ固定してください。
（図１４８・図１４９・図１５０）

４.全周囲に隙間が無いか確認します。隙間がある場合は、電池開閉
蓋を取り外して、１～３の手順を繰り返してください。

（図149）

（図150）
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【お知らせ】
スキ間の状態ですが、太さ１．２ｍｍのＯリングを使用しているた
め、０．５ｍｍ以下のスキ間であればシールの性能に問題ありま
せん。



付録
用語解説用語解説
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ナイトロックス潜水・

無減圧潜水・・・・・

減圧潜水・・・・・・

無減圧潜水可能時間・

体内窒素の最大許容値

体内窒素の平衡状態・

体内窒素量・・・・・

体内酸素量・・・・・

安全停止・・・・・・

体内窒素排出時間・・

反復潜水・・・・・・

ダイビング・・・・・

空気より酸素が高く、窒素が低い濃度で精製されている窒素と酸素の混
合ガス(ナイトロックス)を用いて行う潜水です。
レジャーダイバーが行うべき潜水です。減圧停止を絶対必要としないダ
イビングです。本製品はこの無減圧潜水を前提としています。
レジャーダイバーが行ってはいけない潜水です。減圧停止を絶対必要と
するダイビングです。本製品では万一のため減圧潜水での情報も表示し
ますが、危険なためおやめください。
潜水時の残りの潜水可能時間です。この時間を超えると減圧停止が必
要となります。
無減圧潜水状態を保てる最大の体内窒素量です。体内窒素量のグラフが
全部点灯することで最大許容値を超えたことを表します。
体内の窒素量が変化しない状態です。日常の状態です。
(正確には窒素の溶け込みと排出が常に同量で行われている状態です。)
体内に溶け込んだ窒素量です。体内窒素量を溶け込む窒素の最大許容値
に対する割合として体内窒素グラフで表示します。グラフが全部点灯す
ると最大許容値を超えたことを意味します。
体内に溶け込んだ酸素量です。体内酸素量を溶け込む酸素の最大許容値
に対する割合として体内酸素グラフで表示します。グラフが全部点灯す
ると最大許容値を超えたことを意味します。
安全を考慮し、無減圧潜水可能時間を超えていない場合でも体内窒素の
排出を促すために水深3～6mに停止することです。
潜水後体内に過剰に溶け込んだ窒素が排出されて平衡状態になるまで
かかる時間です。
前回のダイビングの残留窒素排出時間が経過し体内窒素が平衡状態にな
る前に、再度行う潜水です。
本書では、特に記載のない限りスクーバダイビングをさします。



付録
仕様一覧仕様一覧

■時計機能
■ダイブコンピュータ機能
■デジタル深度計
■フリーダイビング機能

■国内時間
■海外時間
■カウントダウンタイマー
■クロノグラフ
■デイリーアラーム

■ノーマル、ゲージ、フリーモード
■潜水前計画
■飛行機搭乗待機時間
■脱飽和カウントダウン
■ダイブログ
■ヒストリー
■酸素データ(Nitrox)
■酸素比率設定、アラーム等■基礎理論　Haldaneアルゴリズムに従う

　　　　　　12組織コンパートメント
■データベース　　Dr. Roger/Powell
  　　　　(Diving Science and Technology)
■パフォーマンス
　-SpencerによるM値　 　5,10,20,40,80,120,
　　　　　　　　　160,200,240,320,400,480
  -Reciprocal subsurface elimination計算
  -60分より早いｺﾝﾊﾟｰﾄﾒﾝﾄに対し、
　 水面計算は60分間として補償管理
  -ｺﾝﾊﾟｰﾄﾒﾝﾄﾃﾞｰﾀを潜水後24時間保持
■減圧停止水深  3,6,9,12,15,18m
■高所潜水アルゴリズム及び酸素蓄積計算
　NOAAの表による

使用可能な機能

時計モード

ダイブコンピュータ機能

無減圧演算モデル
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■酸素比率設定
　-比率(21～100%)
　-デフォルト設定
■アラーム設定
　-警告音(ON/OFF)
　-深度警告
　-潜水経過時間
　-バーグラフ
　-残存潜水時間
　-酸素分圧
■その他機能設定
　-接水起動
　-表示単位
　-DEEP STOP
　-安全停止
　-セイフティ設定
　-バックライト
　-サンプリング
■シリアルナンバー

ｶﾞｽ1/ｶﾞｽ2/ｶﾞｽ3
 Air/OFF/OFF
On

On
100m
3hr
5(Deco)
20min
1.4ATA

On
m/℃
off
3min 5m
Off
5sec
15sec

初期設定設定モード
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表示
■ノーマル無減圧潜水画面表示
・メイン画面：バーグラフ、経過潜水時間、残存潜水時間、現在水深
・補助画面１：酸素バーグラフ、最大水深、現在酸素分圧、酸素比率設定値
・補助画面２：曜日、温度、現在時刻
・安全停止画面：バーグラフ、停止深度、停止時間、残存潜水時間、現在水深
・補助画面１：バーグラフ、停止深度、潜水経過時間、残存潜水時間、現在深度
・補助画面２：酸素バーグラフ、最大深度、現在酸素分圧、酸素比率設定値
・補助画面３：曜日、温度、現在時刻
・ＤＥＥＰ　ＳＴＯＰ画面：バーグラフ、停止深度、停止時間、残存潜水時間、現在水深
・補助画面１：バーグラフ、停止深度、潜水経過時間、残存潜水時間、現在深度
・補助画面２：酸素バーグラフ、最大深度、現在酸素分圧、酸素比率設定値
・補助画面３：曜日、温度、現在時刻
■ノーマル減圧潜水画面表示
・メイン画面：バーグラフ、停止深度、停止時間、合計浮上時間、現在水深
・補助画面１：バーグラフ、停止深度、潜水経過時間、合計浮上時間、現在水深
・補助画面２：酸素バーグラフ、最大水深、現在酸素分圧、酸素比率設定値
・補助画面３：曜日、温度、現在時刻
■ノーマル違反モード画面表示　条件付、計測範囲、緊急、違反ゲージ
■ノーマルガス切り替え画面表示
・ガス１～３：酸素比率、酸素分圧警告値
■ノーマル高酸素分圧画面表示　(1.20～1.60ATA)
■ノーマル高体内酸素蓄積量画面表示　(24時間または1ダイブにおいて300 OTU)
■ゲージ潜水画面表示
・メイン画面："GAUG"表示、経過潜水時間、現在水深
・補助画面１："GAUG"表示、経過潜水時間、最大水深
・補助画面２：曜日、温度、現在時刻
■フリー潜水画面表示
・メイン画面："FREE"表示、潜水経過時間、残存潜水時間、現在水深
・カウントダウンタイマーステータス画面："TIMR"表示、タイマー設定、カウントダウン時間
・補助画面：曜日、温度、現在時刻



■数値表示項目

・ダイブナンバー
・現在水深
・最大水深
・酸素比率設定値
・酸素分圧値
・残存潜水時間
・合計浮上時間
・DEEP STOP時間
・安全停止
・減圧停止
・潜水経過時間
・フリー潜水時間
・水面休息時間
・フリー水面休息時間

・飛行機搭乗待機時間

・脱飽和時間

・温度
・時計モード時刻表示
・ダイブモード時刻表示
・カウントダウンタイマー
・フリーカウントダウンタイマー
・クロノグラフ

・計測範囲外(---)
・違反カウントダウンタイマー

範囲

0～24
0～100m
100m
Air,21～100%
0.00～5.00ATA
0:00～9:59 hr:min
0:00～9:59 hr:min
2:00～0.00 min:sec
5:00～0.00 min:sec
0:00～9:59 hr:min
0:00～9:59 hr:min
0:00～59.59 min:sec
0:00～23:59 hr:min
0:00～59.59 min:sec
1:00～23:59 hr:min
23:50～0:00 hr:min
(浮上10分後から開始)
最大23:50～0:00 hr:min
(浮上10分後から開始)
-9～60℃
0:00:00～23:59:59 hr:min:sec
0:00～23:59 hr:min
23:59～0:00 hr:min
59.59～0:00 min:sec
0:00:00.00～9:59:59.99
hr:min:sec.1/100sec
100m以深
23:50～0:00 hr:min
(違反後)

表示単位

1
0.1m
0.1m
1%
0.01ATA
1min
1min
1sec
1sec
1min
1min
1sec
1min
1sec
1min
1min

1min

1℃
1sec
1min
1min
1sec
1/100sec
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■体内窒素バーグラフ　　目盛　　　　■体内酸素バーグラフ　　目盛
・無減圧潜水　　　　  　1～4　　　　・通常領域              1～4
・減圧潜水　　　　　   5(全て) 　　 ・危険領域             5(全て)

■重量　75g
■機能　　　　　精度
・深度　　　　±１%(Full Scale)
・時刻　　　　日差２秒
■ダイブナンバー
・ノーマル・ゲージモード：最大#２４、フリーモード：最大＃９９
・前回ダイビングから２４時間経過後、番号リセット
■ログモード(ノーマル・ゲージモード)
・最新２４本分のログを記憶し、表示可能
・２５本目以降は最も古いデータが削除
■電源
・電池　　　　　ＣＲ２４３０　ボタン型リチウム電池
・電池寿命　　　約３年(時計のみの場合)
　　　　　　　　使用状況や保管状態によって電池寿命は大きく変わることがあります
　　　　　　　　製品検査のため、出荷前に動作テスト等を行うことでスペック上の寿命より
　　　　　　　　も短くなる場合があります
・電池交換目安　１年または３００ダイブ
　　　　　　　　(１ダイブは１時間以内として)
・電池交換　　　ユーザー交換可能
■残電圧表示
・警告　　：バッテリーマークが点灯（２．７５Ｖ以下）電池交換推奨
・アラーム：バッテリーマークが点滅（２．５０Ｖ以下）電池交換必要

バーグラフ

機能性
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■高度センサー
・標高０～４，２７０ｍまで計測　(標高９１５ｍから３０５ｍごとに補正)
・時計モード時は３０秒ごと、ダイブモード時は１５秒ごとに計測
・水分感知時は計測不可
■セイフティ設定
・高度が実際より９１５ｍ高い条件で無減圧潜水可能時間を計算
■ダイブコンピュータモード起動について
・手動…ボタン押して起動　接水起動設定ＯＦＦの場合
・自動…潜水で起動　接水起動設定ＯＮの場合(推奨)
・水分感知画面表示　“ＷＥＴ”
・接水起動設定ＯＦＦの場合、水深１．２ｍ以深での手動起動不可能
・４，２７０ｍ以上の標高で使用不可能（時計機能除く）
・サーフェイスモード切替後、２時間以内にダイビングが行われない場合、時計モードへ移行
・浮上１０分後、時刻モードへ移行
■作動温度条件
・陸上…－６～６０℃
・水中…－２～３５℃
・極低温下では液晶の反応が遅くなることがありますが、精度には影響しません。
　冷凍庫のような環境で保管、運搬される場合は、ご使用前に本機を人肌であたためて
　ください。
■保管条件
・温度８～６０℃の乾燥した環境
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故障？と思ったら… 付録

修理にお出しする前にもう一度点検してみましょう。
それでも正常に作動しないとき、またはこのリストにない異常が発生したときは、お買い上げ
店もしくは弊社取扱販売店にご相談お問い合わせください。

トラブル内容 主な原因 処理 取説関連
ページ

電池が２年持たずに
バッテリーマーク表
示がついた。

スリープモードが解除されて
いて、電池を消耗した状態
で、使用開始した為です。

電池交換及び修理を実施い
たします。販売店にご相談
ください。

Ｐ１９

Ｐ１３１

潜水本数や潜水時間が多かっ
たり、アラーム、バックライ
トの時間が長かった為です。

アラーム及びバックライト
を３回使用しますと、１日
分の電池寿命の低下となり
ます。この機能を多く使う
場合は、電池交換キットの
ご購入をお勧めします。

Ｐ１３１

バッテリーマークが
時々点灯する。

バッテリーが消費した為、
または接触不良が発生して
います。

電池交換及び修理を実施い
たします。販売店にご相談
ください。

Ｐ１３１

窒素バーグラフが増
えない。
種々の警告が表示さ
れない。

ノーマルダイブモードでな
く、ゲージダイブ、フリーダ
イブモードにセットされてい
る為です。

時計表示からＭボタンを長
押しし、ＮＯＲＭ表示にな
っているか確認します。
また、ナイトロックス設定
を頻繁に使用されるお客様
の場合、セット間違い防
止に潜水前のＮＯＲＭ表示
確認を実施お願い申し上
げます。

Ｐ４６

Ｐ６５
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トラブル内容 主な原因 処理 取説関連
ページ

ダイブモード（ＷＥ
Ｔ）表示に切り替わ
らない。

接水機能がＯＦＦになってい
る為です。

接水機能をＯＮにしてく
ださい。

Ｐ７７

裏面のデータポートに油等が
付着している為です。

軽く本体を揺すってくださ
い。裏面のデータポートが
擦れてデータポートが導通
します。

Ｐ２７

裏面のデータポートが濡れな
い状態になっている。

ベルトを非常に強く締め付
けないで下さい。裏面のデ
ータポートが濡れなくなる
ことがあります。この現象
が発生した場合でも、軽く
ＤｕｏＡＤ、ＧＲＡＮＤＥ
を揺すると裏面のデータポ
ートが導通します。

Ｐ２７

潜水していないのに
水面上でダイブモー
ドを表示し続ける。

飛行機着陸等急激な気圧変化
があり、そのときに水感知ス
イッチに触れるか、水感知
スイッチが濡れた場合に起こ
ります。

２４時間経過しますと、解
除されます。
２４時間経過しても解除さ
れない場合は修理が必要
です。販売店にご相談く
ださい。

Ｐ８
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トラブル内容 主な原因 処理 取説関連
ページ

時刻が合わせられ
ない。

海外時間がメインになってい
る。時計表示画面上部が、∞
ＯＦＦ、または∞曜日になっ
ていると海外時間がメインな
ので時刻設定はできません。

メイン時間を国内時間に
修正してから、設定してく
ださい。

Ｐ３８

海外時間は直接修正できま
せん。

海外時間は国内時間からの
時差入力で設定します。

Ｐ３８

ボタンを押しても
表示が切り替わら
ない。

ダイビング終了直後の１０
分間は、表示切替ができま
せん。

１０分間経過後に操作して
ください。 Ｐ１０７

ＷＥＴ表示の場合、水感知ス
イッチが濡れている場合

水感知スイッチを、良く拭
いてからもう一度入力して
ください。

Ｐ１６
Ｐ３４

違反モードになっている為
です。 Ｐ１０４

２４時間経過しますと、解
除されます。
２４時間経過しても解除さ
れない場合は修理が必要で
す。販売店にご相談くださ
い。　　
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ゲージダイブモード
でダイビング後、ノ
ーマルダイブモード
に切り替えができ
ない。

ゲージダイブモードでダイビ
ングすると浮上後２４時間は
ゲージダイブモードにロック
されます。

２４時間経過してから設定
を変更してください。 Ｐ１０４
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トラブル内容 主な原因 処理 取説関連
ページ

安全停止、浮上停止
警告が鳴らない。

スキンダイビング等１０ｍ以
下のダイビング、短時間のダ
イビングでは、減圧停止機能
が働きません。

水深表示、減圧表示に異常
がある場合は使用を中止
してください。修理が必
要です。

Ｐ３０
Ｐ９３

ログに潜水以外のヒ
ストリー回数データ
が入っている。

耐圧検査のヒストリーが１本
残ります。

品質管理目的で、耐圧検査
の潜水ヒストリーデータが
残ることがあります。
ご了承ください。

Ｐ６１
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ナイトロックスでダ
イブ後、設定が５０
％になっている。

安全の為、設定値が変更され
ます。（初期設定時）

再度、酸素濃度を設定して
ください。 Ｐ６８

ナイトロックスでダ
イブ後、酸素濃度
値のAirを設定でき
ない。

ナイトロックスダイビングが
行われ最後のダイブから２４
時間経過しないとAirは選択
できません。

２４時間経過するのを待っ
てください。又は再度、
酸素濃度を設定してくだ
さい。

Ｐ６８

ナイトロックスの酸
素濃度を設定したが
Airに戻っている。

設定から２４時間経過した
為です。

再度、酸素濃度を設定して
ください。

Ｐ６８
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